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				「ありがたい」「もったいない」「バチがあたる」

				この3つの言ことば葉が本ほんしょ書のテーマです。

			

		

		
			
				日本人の祖先は信仰心にあふれていた

				「アーリア人」と「バラモン教」

				おシャカさま誕生とお育ち

				おシャカさまの悩みと出家

				おシャカさまの苦行と悟り

				「悟り」を話されるおシャカさま

				おシャカさま（仏陀）の教え

				おシャカさま入滅（涅槃）

				１０大弟子と仏典（お経）成立

				アショーカ大王の力と功績

				ミリンダ王とカニシカ王の功績

				日本の弥生時代
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				大和時代の大王

				古事記に登場する日本の神々

				天照大御神と須佐之男命

				大国主神話と天孫降臨

				西域シルクロードを通って中国へ伝わった仏教

				玄奘（三蔵）法師さまと孫悟空

				ダルマ（達磨）さまや中国の名僧と宗派

				仏教が伝わったころの日本

				聖徳太子さま

				大化の改新と飛鳥の仏教
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				虫むしや鳥とりや獣けものではなく、「人にんげん間」として生うまれることができました。

				「ありがたい」ことです。

				年ねんかん間3万まんにんいじょう人以上の人ひとが自じさつ殺しています。

				「もったいない」ことです。

				父ちちや母ははが大たいせつ切に大たいせつ切に守まもって下くださった生いのち命。

				それを粗そまつ末にしたらバチ（罰ばち）があたります。

				「人じんせい生の時じかん間もムダにしたらもったいない」です。

				二にど度と人にんげん間に生うまれてこれないのです。

				食たべ物もの（動どうしょくぶつ植物のいのち）をムダにしたら

				「バチがあたり」ます。

			

		

		
			
				幸こうふく福になるために、おじじ（祖そふ父）や父ふぼ母から教おしえられた

				「3つの言ことば葉」をお伝つたえしたいと思おもいます。
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				鑑真さまと（奈良）南都六宗

				最澄さまと天台宗

				空海さまと真言宗

				如来さま菩薩さま

				明王さまと天

				たたりと怨霊を恐れた平安貴族

				空也さまと源信さま

				法然さま（浄土宗）、親鸞さま（浄土真宗）

				栄西さま（臨済宗）、道元さま（曹洞宗）

				仏法国家を目指した日蓮さま

				室町時代の一休さま

				信長・秀吉とキリスト教
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				仏教を国教にした徳川幕府

				江戸時代の名僧と民間信仰

				七福神信仰とお稲荷さま信仰

				「明治新政府と廃仏毀釈」

				終戦と人間天皇さま

				無宗教・無信心でも良いのです

				日本の八百萬の神さまと外国の宗教

				死んだらなんでお坊さまがくるの？

				神さま仏さま助けてください

				どこへお参りするとごりやくがあるの？

				おばけも幽霊もおりません

				「生ききる命」
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				神かみさまや仏ほとけさまを信しんじると、

				何なにか良いいことあるの？
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				「お祈いのり」は、神かみさまとの

				デジタル通つうしん信です
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				　 生いきるつらさを乗のり越こえる力ちからを得えることが出でき来ます。

				　 心こころの苦くるしみから救すくってもらえます。

				　 毎まいにち日を感かんしゃ謝して暮くらすことが出でき来ます。

				　 「生いのち命の大たいせつ切さ」を知しり、他たにん人にやさしくなれます。

				　 正ただしい願ねがい事ごとをかなえてもらえます。（ご利りやく益）

			

		

		
			
				自じぶん分だけの利りえき益や自じぶん分だけの欲よくは、いくら参さんぱい拝しても手てに入はいりません。

			

		

		
			
				神かみさまも仏ほとけさまも正ただしい願ねがいは必かならず聞きき、届とどけてくださいます。手てを合あわせ、合がっしょう掌すると通つうしん信スイッチが入はいります。
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				本誌を書くにあたり、約100冊の参考資料を読みました。どの本のどの部分を参考にしたのか記憶しておりませんので、記載できません。また、登場する人物や神さまや仏さまのさし絵やイラストは、イメージで創作してあります。差し障りがございましたら、どうかお許しください。（筆者）
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				死しんだらどうなるの？

			

		

		
			
				5

			

		

		
			
				いただいた生いのち命、大たいせつ切に大たいせつ切に使つかって

				　　　その時ときが来きたら「ありがとうございました」と

				　　　　　　ていねいにお返かえししたいものです。

			

		

		
			
				この世よに生うまれたら人にんげん間も動どうぶつ物も必かならず死しをむかえます。

				「死し」は恐おそろしく、本ほんのうてき能的に死しから逃のがれようとします。

				どの生いきものも死しにたくないのです。

				「生いのち命」は尊とうといものです。

				「尊とうとい命いのち」はどこから来きてどこへ行いくのか？

				「神かみさま」と「仏ほとけさま」のことを信しんじる人ひとは、自じぶん分の生いのち命も他たにん人の生いのち命も大たいせつ切にします。

				『生いのち命は神かみさま』からいただいたもの。

				『誰だれの生いのち命もかけがえのないもの』と、神しんぶつ仏に感かんしゃ謝して合がっしょう掌すると、安あんしん心して死しをむかえることが出でき来ると言いわれています。
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				約やく2500年ねんまえ前インドでおシャカさまがお生うまれになった頃ころ、日にほん本は縄じょうもんじだい文時代の後こうき期でした。人ひとびと々は30人にんから60人にんくらい位で集しゅうらく落を作つくり、山やまで鹿しかや猪いのししや兎うさぎを狩かり、川かわで魚さかなを獲とり、海かいがん岸で貝かいなどを獲とり、木きの実みや草くさや虫むしなどを食たべて生いきていました。

				貝かいづか塚から何なにを食たべていたか分わかります。縄じょうもんじん文人と呼よばれる人ひと々びとは、後のちに渡とらい来する弥やよいじん生人とは異ことなり、体たいけい形は背せが低ひくく、ずんぐりしていて毛けぶか深く、アイヌの人ひとや沖おきなわほうめん縄方面の人ひとの体たいけい形に似にていた、と言いわれています。

			

		

		
			
				縄じょうもんじん文人と呼よぶのは、その時じだい代の土どき器に縄なわめ目の文もんよう様が多おおく見みられたからです。（弥やよいじん生人とは東とうきょう京の弥やよいちょう生町の遺いせき跡から発はっけん見されたので弥やよいじん生人と呼よぶようになったと言いわれています。）

			

		

		
			
				縄じょうもんじん文人は平へいわしゅぎ和主義でした。

				決けっして戦せんそう争はしませんでした。

				争あらそう前まえに食しょくりょう糧を求もとめて次つぎの場ばしょ所へ移うつっていったようです。
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				土ど 偶ぐう
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				日にほんじん本人の祖そせん先は信しんこうしん仰心にあふれていた

			

		

		
			
				第1話

			

		

		
			
				おシャカさまがお生うまれになった頃ころの日にほん本
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				生いきていくのに必ひつよう要なものは食しょくりょう糧です。鹿しかも猪いのししも兎うさぎも魚さかなも貝かいも、草くさも実みも、総すべての食しょくりょう糧は大だいしぜん自然の恵めぐみです。食しょくりょう糧が次つぎにも獲とれますようにと、獲とれた食しょくりょう糧の一いちぶ部を神かみさま様にささげ、感かんしゃ謝の祈いのりをしました。（アイヌの人ひとたち達の行おこなう最もっとも有ゆうめい名なイヨマンテ「熊くままつり祭」と呼よばれる儀ぎしき式）

			

		

		
			
				死しの恐きょうふ怖は夜よるの闇やみと狼おおかみや獣けものの鳴なき声ごえ、大おおあめ雨や台たいふう風、雷かみなりや稲いなびかり光、大だいしぜん自然の恵めぐみと共ともに大だいしぜん自然の力ちからの前まえに人ひと々びとはひれ伏ふして、神かみの存そんざい在を感かんじ取とっていたのです。

			

		

		
			
				病びょうき気も死しも怖こわいので、死ししゃ者をきちんと葬ほうむりました。

				大だいしぜん自然こそ神かみであり、太たいよう陽・月つき・山やま・海うみ・川かわ・木き・石いし、総すべての神かみさま様を感かんじて祈いのりをささげ、土どぐう偶を作つくったりしながら、集しゅうらくみん落民は身みを寄よせ合あい助たすけ合あって暮くらしていました。
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				釣つり針ばり

			

		

		
			
				石いし 槍やり

			

		

		
			
				石いし 斧おの

			

		

		
			
				7

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				今いまから4500年ねんくらいまえ位前（紀きげんぜん元前2500年ねんごろ頃）、

				インドでは世せかい界4大だいぶんめい文明の一ひとつ、インダス文ぶんめい明が誕たんじょう生しました。

				インダス河がわりゅういき流域の肥ひよく沃な土とち地に、農のうぎょう業や商しょうぎょう業が発はってん展していました。

			

		

		
			
				紀きげんぜん元前1500年ねんごろ頃になると（今いまから3500年ねんくらいまえ位前）、北ほっぽう方（チベット方ほうめん面）からアーリア人じんが侵しんにゅう入し、

				インドを支しはい配していきました。

				紀きげんぜん元前6世せいきごろ紀頃には16の大たいこく国が出でき来、それぞれ繁はんえい栄し、中なかでもガンジス河がわりゅういき流域のマガタ国こくは、インドの政せいじ治や経けいざい済や文ぶんか化の中ちゅうしん心でした。
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				「アーリア人じん」と「バラモン教きょう」

			

		

		
			
				第2話

			

		

		
			
				おシャカさまがお生うまれになった頃ころのインド
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				おシャカさまがお生うまれになったのが紀きげんぜん元前463年ねん、マガタ国こくの隣となりシャカ族ぞくの国くに（シャーキャ国こく）

				カピラ城じょうです。

				日にほん本ではまだ縄じょうもんじだい文時代で、狩しゅりょう猟で原げんしてき始的な生せいかつ活をしている頃ころ、

				インドでは経けいざい済も文ぶんか化も発はってん展していたのです。
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				アーリア人じんの宗しゅうきょう教では、人ひとは4つの身みぶん分に区くぶん分され、生うまれて来きていると信しんじられていました。

			

		

		
			
				結けっこん婚も職しょくぎょう業も食しょくじ事も総すべて身みぶんせいど分制度で定さだめられ、異ことなる階かいそう層の人ひととの交まじわりは許ゆるされません。

				インドでは長ながく長ながくこのカーストと呼よばれる制せいど度が続つづき、近きんねん年法ほうりつ律で禁きんし止されていますが、その影えいきょう響は今いまも残のこっているそうです。

				バラモン教きょうの哲てつがく学（ウパニシャッド哲てつがく学）は、後のちの仏ぶっきょう教やヒンズー教きょう、ジャイナ教きょうに影えいきょう響を与あたえています。

			

		

		
			
				アーリア人じんの宗しゅうきょう教「バラモン教きょう」と「身みぶんせいど分制度」
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				おシャカさま（ガウタマ・シッダールタさま）の誕たんじょう生は、紀きげんぜん元前463年ねん4月がつ8日にち（それより100年ねんまえ前の説せつもあります）シャーキャ（シャカ）国こくの王おうさまの子ことしてお生うまれになりました。

			

		

		
			
				誕たんじょう生については神しんわ話のようなお話はなしが伝つたえられています。

				ある日ひ、母ははのマーヤは6本ぽんの牙きばを持もつ白しろい象ぞうが、右みぎのわき腹ばらから体たいない内に入はいる夢ゆめを見みました。占うらないによると、ご懐かいにん妊とのことでした。

			

		

		
			
				父ちち・王おうの名なは、シュッドーダナ（浄じょうぼんのう飯王）、母はは（妃きさき）の名なは、

				マーヤ（摩まや耶）。

			

		

		
			
				母はは・妃きさき／マーヤ（摩まや耶）

			

		

		
			
				父ちち・王おう／シュッドーダナ（浄じょうぼんのう飯王）
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				おシャカさま誕たんじょう生とお育そだち

			

		

		
			
				第3話

			

		

		
			
				おシャカさまがお生うまれになった頃ころのインド
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				おシャカさま（ガウダマ・シッダールタさま）は、生うまれてすぐ7歩ほ歩あるき、右みぎて手で天てんを指さし左ひだりて手で地ちを指さして「天てんじょうてんがゆいがどくそん上天下唯我独尊（天てんにも地ちにも私わたしが一いちばん番尊とうとい者ものです）と唱となえられました。

				天てんからは清せいじょう浄な冷つめたい水みずと温あたたかい水みずが注そそがれ、さわやかな風かぜが吹ふきわたったと伝つたえられています。

			

		

		
			
				母はは・マーヤは出しゅっさんご産後7日でこの世よを去さり、母ははの妹いもうとが王おうひ妃となって

				おシャカさまをお育そだてになりました。おシャカさまは、もの静しずかで学がくもん問にも武ぶげい芸にも優すぐれておられましたが、いつも物ものおも想いにふけっておられました。

				おシャカさま16才さいの時とき、父ちち・王おうシュッドーダナは結けっこん婚すれば変かわると考かんがえ、従いとこ姉妹のヤショーダラーと結けっこん婚させました。

			

		

		
			
				10ヶかげつご月後マーヤは出しゅっさん産の為ため、実じっか家へ戻もどる途とちゅう中ルンビニ園えんで休やすみました。

				庭にわに咲さくきれいな花はなの枝えだを取とろうと右みぎて手を上あげた時とき、右みぎのわき腹ばらから何なんの苦くつう痛もなく王おうじさま子様が誕たんじょう生されました。
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				おシャカさま12才さいの春はる、庭にわを見みていると、土つちの中なかから虫むしが出でて来きました。その虫むしを小ことり鳥が飛とんできて食たべてしまいました。

				すぐ後あと、大おおきな鳥とりがその小ことり鳥を襲おそって

				食たべてしまいました。

			

		

		
			
				自しぜん然の法ほうそく則とはいえ、おぞましく感かんじたおシャカさまは「生いきるとはどんな意いみ味があるのか」坐ざして瞑めいそう想をはじめ、それが習しゅうかん慣となっていきました。

			

		

		
			
				結けっこん婚し、何なに不ふじゆう自由もない暮くらしの中なかでも、精せいしんてき神的には満みたされない

				おシャカさまは、いつも沈しずみがちでした。

				父ちち・王おうシュッドーダナ（浄じょうぼんのう飯王）はおシャカさまに城しろの4つの門もんから出でて遊ゆうがく学することをすすめます。

			

		

		
			
				東ひがしの門もんから出でたおシャカさまは、みにくい老ろうじん人を見みました。腰こしが折おれ曲まがり顔かおも醜みにくくなった姿すがたに、いつかは自じぶん分もこうなるのだと人にんげん間の本ほんしつ質を感かんじました。
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				おシャカさまの悩なやみと出しゅっけ家

			

		

		
			
				第4話

			

		

		
			
				人ひとはなぜ苦くるしむのでしょうか
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				次つぎに南みなみの門もんから出でた時ときは、もがき苦くるしむ病びょうにん人を見みました。病びょうにん人の悲ひさん惨な姿すがたに心こころが苦くるしくなりました。西にしの門もんから出でた時ときは、葬そうしき式の列れつにあいました。いつかは死しに、物ぶったい体となる姿すがたに、はかなさを感かんじました。

			

		

		
			
				北きたの門もんから出でた時とき、一ひとり人の修しゅぎょうしゃ行者に出であい会いました。聞きくと「この世よの生せいし死を、解かいけつ決するために解げだつ脱を求もとめて出しゅっけ家した」と言いわれ、その修しゅぎょうしゃ行者の尊とうとい姿すがたに、自みずからの道みちを

				決きめました。

			

		

		
			
				王おうさまは出しゅっけ家には大だいはんたい反対です。

				大たいせつ切な跡あとつ継ぎのおシャカさまに出しゅっけ家を許ゆるすはずはありません。

				そんな折おり、おシャカさまに奇きせき跡が起おこります。妃きさきのヤショーダラー（耶やしゅだら輪陀羅）が男おとこの子こを生うみ、王おうさまの跡あとつ継ぎが出でき来ました。これで出しゅっけ家の許きょか可がおりました。おシャカさま29歳さいの時ときのことです。
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				修行者
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				出しゅっけ家を許ゆるされたおシャカさまは、マガダ国くにの首しゅと都ラージャグリハ（王おうしゃじょう舎城）の近ちかくラクーダ（霊りょうじゅせん鷲山）のふもとで、アーラーラ仙せんとウッダカ仙せんと呼よばれる高こうめい名な仙せんにん人のもとで修しゅぎょう行に入はいりましたが、すぐに理りかい解してしまいました。これは「悟さとり」ではないと理りかい解された

				おシャカさまは、ガンジス河がわのほとりの山さんりん林で、5人にんの若わかい僧そうとともに苦くぎょう行に入はいりました。

			

		

		
			
				日にっちゅう中、片かたあし足で立たっていたり、直ちょくせつたいよう接太陽を一いちにちじゅう日中見みていたり、首くびまで土つちにつかっていたり、断だんじき食を何なんかい回も何なんにち日も何なんじゅうにち十日も続つづける苦くるしい修しゅぎょう行を６年ねんかん間も続つづけられ、やせ細ほそり、肉にくはなくなり骨ほねと皮かわだけの姿すがたになられました。

				死しぬほどの苦くぎょう行をしても

				意いみ味のないことと悟さとった

				おシャカさまは、5人にんの

				修しゅぎょうそうなかま行僧仲間に別わかれを告つ

				げます。５人にんからは

				脱だつらくしゃ落者とさげすま

				されました。
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				おシャカさまの苦くぎょう行と悟さとり

			

		

		
			
				第5話

			

		

		
			
				ブッダ（宇うちゅう宙の真しんじつ実を極きわめた者もの）となられた
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				やせ細ほそり、よろよろと山さんりん林を出でたおシャカさまは、ガンジス河がわで沐もくよく浴をし、体からだを休やすめておられました。そこへ村むらの娘むすめでスジャータという少しょうじょ女がやって来きました。「これで栄えいよう養をつけてください」と「乳ちちがゆ」を差さし出だし、おシャカさまはそれをいただき元げんき気を取とり戻もどしました。

			

		

		
			
				元げんき気になられたおシャカさまは、河かわを渡わたりブッダガヤの菩ぼだいじゅ提樹の下したで坐ざぜん禅に入はいりました。魔まおう王マーラが出しゅつげん現し、おシャカさまの悟さとりを妨ぼうがい害しますが、ついに49日にちめ目の朝あさ、悟さとりを開ひらかれます。

				おシャカさま35歳さい、12月がつ8ようか日ブッダ（仏ぶっだ陀）となられたのです。ブッダ（仏ぶっだ陀）とは、悟さとりし者もの、宇うちゅう宙の真しんじつ実を極きわめた者ものという意いみ味です。シャーキャ族ぞくの出しゅっしん身だから、シャカと呼よばれ、ブッダ（仏ぶっだ陀）として崇あがめられるのです。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				悟さとりのジャマをする魔まじょ女と魔まおう王たち
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				6番ばんめ目の弟でし子は豪ごうしょう商の息むすこ子ヤサ（耶やしゃ舎）で、その友ゆうじん人、そのまた友ゆうじん人と次つぎつぎ々と友ゆうじん人が弟でしい子入りし、カーシャパ（迦かしょう葉）3兄きょうだい弟が1000人にんの弟でし子と共ともに帰きえ依しました。わずか6ろっかげつヶ月で大だいきょうだん教団となりました。

			

		

		
			
				悟さとりを開ひらいたおシャカさまは、ガンジス河がわのほとりにある鹿ろくやおん野苑に行いきました。そこにはおシャカさまを落らくごしゃ伍者としてさげすんだ元もとの仲なかま間の5人にんの僧そうが、まだ苦くるしい修しゅぎょう行を続つづけていました。

				おシャカさまは自じぶん分が悟さとったことを優やさしく話はなされました。

				5人にんはすぐに真しんり理の意いみ味を理りかい解し最さいしょ初のお弟でし子さんになりました。

			

		

		
			
				マガタ国こくの王おうさまビンビサーラは、大おおきな竹ちくりん林を寄きしん進され、そこが修しゅぎょう行の場ばとなりました。それは「竹ちくりんしょうじゃ林精舎」と呼よびます。

				さらに、コーサラ国こくの大おおがねも金持ちスタッタは、広こうだい大な土とち地を寄きしん進します。そこはジェーダ（祇ぎだ陀）にあったので「祇ぎおんしょうじゃ園精舎」と呼よびます。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				「悟さとり」を話はなされるおシャカさま

			

		

		
			
				第6話

			

		

		
			
				竹ちくりんしょうじゃ林精舎と祇ぎおんしょうじゃ園精舎

			

		

		
			
				初しょ転てん法ほう輪りん
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				「諸しょぎょうむじょう行無常」（総すべてのものは常つねに変へんか化する）、「諸しょほうむが法無我」、「解げだつ脱」について誰だれにでも分わかるように説せっぽう法されました。

				おシャカさまは人ひとびと々を「苦くるしみ」から救すくうために出しゅっけ家され、人ひとびと々が幸こうふく福になれる道みちを教おしえられました。

			

		

		
			
				おシャカさまの説せっぽう法を聞きこうと次つぎから次つぎへと人ひとびと々が集あつまりました。

				おシャカさまは階かいきゅう級に関かんけい係なく、人ひとびと々の自じゆう由と平へいわ和と真しんり理をお話はなしされました。お弟でし子さんも男だんじょびょうどう女平等です。ビク（比びく 丘）、ビクニ（比びくに丘尼）です。バラモン教きょうとは異ことなり、総すべての者ものは平びょうどう等です。

			

		

		
			
				諸しょぎょう行は無むじょう常

			

		

		
			
				解げだつ脱

			

		

		
			
				諸しょほうむが法無我

			

		

		
			
				縁えんぎ起
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				生うまれた人にんげん間は、必かならず病やみ、老おい、そして死しぬ。生いきるために欲よくぼう望や執しゅうちゃく着が起おこる。そして永えいえん遠に少すこしでも長ながく生いきようとする。そこに苦くるしみが起おこる。

				「欲よくぼう望を断たち切きれば苦くから解かいほう放される」ことをおシャカさまは説とかれました。
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				おシャカさま（仏ぶっだ陀）の教おしえ

			

		

		
			
				第7話

			

		

		
			
				苦くの原げんいん因を取とり去さる

			

		

		
			
				18

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				おシャカさまは「対たいわ話」で説せっぽう法されました。その説せっぽう法を弟でしたち子達が口こうでん伝しました。尊とうとい教おしえを後のちの世よの人ひとが（数すうひゃくねんご百年後）に木もくへん片や竹たけぎれ片に書かき、紐ひもでつないだものを、お経きょう（たて糸いと）と呼よびました。古こだい代インド語ご（サンスクリット語ご）で書かかれた数すうまん万のお経きょうの束たばを、中ちゅうごく国の偉えらい僧そうが中ちゅうごくご国語に翻ほんやく訳され、おシャカさまが入にゅうめつ滅されて約やく1000年ねんご後に日にほん本に伝つたえられたのです。

			

		

		
			
				欲よくぼう望や執しゅうちゃく着を断たつ方ほうほう法と正ただしい道みちを歩あゆむ

				「八はっしょうどう正道こそ人にんげん間が幸こうふく福になれる方ほうほう法である」

				と説とかれました。
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				おシャカさまの説せっぽう法（伝でんどう道）は45年ねんかん間続つづきました。北きたインド各かくち地を巡めぐり、80才さいになられ、クシナガラという地ちで力ちからつき倒たおれました。「沙さらそうじゅ羅双樹」という木きの下したで、頭あたまを北きたに右みぎがわ側を下したに横よこになられ、たくさんの信しんじゃ者に見みまも守られながら息いきをひきとられました。

			

		

		
			
				このことを「入にゅうめつ滅」または「涅ねはん槃」といいます。「涅ねはん槃」とは、迷まよいを断たち、精せいしん神が自じゆう由になった状じょうたい態を言いいます。
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				おシャカさま入にゅうめつ滅（涅ねはん槃）

			

		

		
			
				第8話

			

		

		
			
				涅ねはんにゅうめつ槃入滅
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				何なぜ故こんな事ことがおこるので

				しょうか？

				「今いまさえ良よければ子しそん孫の時じだい代のことなどどうにかなるだろう」

				「自じぶん分さえ良よければ他たにん人のことなどどうでも良よい」

				「自じこく国さえ良よければ他たこく国のことなどどうでも良よい」

				と考かんがえる人ひとびと々が増ぞうか加しているからです。

				恐おそろしい社しゃかい会です。恐おそろしい考かんがえ方かたです。

				必かならず人じんるい類に、はね返かえってくる苦くるしみ。

				「バチ」があたります。

			

		

		
			
				神かみさま 仏ほとけさま 助たすけて！

				地ちきゅう球が死しんじゃうよ！

			

		

		
			
				大だいしぜん自然に対たいし、工こうじょう場や車くるまから大たいりょう量の温おんだんか暖化ガスや汚おせんぶっしつ染物質を吐はき出だして、大たいきおせん気汚染と地ちきゅうおんだんか球温暖化が人じんるい類の将しょうらい来に暗くらい影かげを落おとしています。

			

		

		
			
				21

			

		

	
		
			
				おシャカさま（仏ぶっだ陀）の入にゅうめつご滅後、十じゅうだいでし大弟子を中ちゅうしん心に、おシャカさま（仏ぶっだ陀）のお話はなしされたこと（説せっぽう法）を口こうでん伝することにしました。教おしえを正ただしく伝つたえるために何なんど度も弟でしたち子達が集あつまりました。それを「結けっしゅう集」と言いいます。おシャカさま（仏ぶっだ陀）の骨ほね（仏ぶっしゃり舎利）は、弟でしたち子達によって仏ぶっとう塔（ストゥーパ）に奉ほうのう納されました。
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				10大だい弟でし子と仏ぶってん典（お経きょう）成せいりつ立

			

		

		
			
				第9話
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				アルヌッダ（阿あなりつ那律）

				ブッダの従いとこ兄弟。出しゅっけご家後、ブッダの説せっぽう法の最さいちゅう中に居いねむ眠りをしてしまう。ブッダに諭さとされて不ふみんふきゅう眠不休の誓ちかいをたて、それを実じっせん践した結けっか果、失しつめい明してしまうが、すべてを見みとお通す真しんり理の眼め（天てんがん眼）を得える。

			

		

		
			
				マハーカッサパ（摩まかかしょう訶迦葉）

				頭ずだぎょう陀行（衣いしょくじゅう食住に関かんする貪むさぼりを払はらい除のぞく修しゅぎょう行）を貫つらぬき、生しょうがいひとり涯一人で修しゅぎょう行と布ふきょう教の旅たびを続つづけた。ブッダ入にゅうめつごきょうだん滅後教団のリーダーになり、第だいいちけっしゅう一結集を開ひらいてブッダの教おしえを守まもる。

			

		

		
			
				モッガラーナ（目もくれん連）

				ブッダの弟でし子になり、神じんつうりき通力で、自じぶん分の分ぶんしん身をつくったり、姿すがたを変かえたりできたと伝つたえられている。人ひとの心こころを読よみ、隠かくれて不ふせい正を行おこなう信しんじゃ者を追おい出だした。ブッダからは必ひつよう要なとき以いがい外、神じんつうりき通力の使しよう用を禁きんし止されていた。

			

		

		
			
				シャーリプトラ（舎しゃりほつ利弗）

				ブッダの教おしえに触ふれてすぐに覚さとりを得える。弟でし子たちをまとめ、教きょうだん団の発はってん展に貢こうけん献する。
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				さらに300年ねんご後につくられた「論ろんぞう蔵」を合あわせて三さんぞう蔵と言いいます。「律りつぞう蔵・経きょうぞう蔵・論ろんぞう蔵」を習しゅうとく得した僧そうを三さんぞうほうし蔵法師と言いいました（孫そんごくう悟空の玄げんじょうさんぞう奘三蔵さまは有ゆうめい名）。

			

		

		
			
				その後ご、弟でしたち子達の間あいだで「私わたしはこう聞きいた」（如にょぜがもん是我聞）「いや私わたしはこう聞きいた」と、いろんな意いけん見の対たいりつ立が出ではじめ始めました。このままではおシャカさまの教おしえが誤あやまって伝つたえられると、500人にんの弟でしたち子達が集あつまり「律りつぞう蔵」と「経きょうぞう蔵」というお経きょうにまとめました。

				これをもとにブッダ（おシャカさま）の教おしえが仏ぶっきょう教として広ひろまっていきました。

			

		

		
			
				アーナンダ（阿あなんだ難陀）

				ブッダの従いとこ兄弟。25年ねんかん間ブッダの側そばで世せわ話をして、多おおくの教おしええを受うけた。記きおくりょく憶力がずば抜ぬけて優すぐれ、第だいいちけっしゅう一結集では「このように私わたしは聞ききました」とブッダの教おしええを唱となえた。

			

		

		
			
				ラーフラ（羅らごら睺羅）

				ブッダの息むすこ子。忍にんたい耐 強つよく規きそく則をよく守まもり、尊そんけい敬される比びく丘になる。

			

		

		
			
				ウパーリ（優うぱり波離）

				王おうぞく族の青せいねんたち年達の出しゅっけ家に世せわがかり話係として同どうこう行したが、ウパーリ自じしん身も出しゅっけ家を決けつい意。青せいねん年たちは「自じぶん分たちの高こうまん慢を捨すてたい」とウパーリを一いちばんさき番先に出しゅっけ家させた。後のちにウパーリは戒かいりつ律に精せいつう通して、仏ぶっだにゅうめつご陀入滅後 の第だいいちけっしゅう一結集で戒けいりつ律を担たんとう当。
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				おシャカさまの入にゅうめつご滅後120年ねん～150年ねん経たった頃ころ、インドのマウリア王おうちょう朝3代だいめ目アショーカ王おうが現あらわれます。アショーカは戦せんそう争に強つよく、次つぎつぎ々と敵てきを殺ころし、領りょうど土を拡かくだい大して行いきました。当とうじ時は「暴ぼうぎゃく虐アショーカ」と呼よばれ恐おそれられていました。

			

		

		
			
				やがてインド地ちいき域を統とういつ一したアショーカは、戦せんそう争や殺さつりくの空むなしさを感かんじ「仏ぶっきょう教」を信しんこう仰するようになり、「仏ぶっぽう法」（ダルマ）による政せいじ治を行おこなうようになりました。
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				アショーカ大だいおう王の力ちからと功こうせき績

			

		

		
			
				第10話

			

		

		
			
				石柱の上じょうぶ部
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				アショーカ王おうはインド全ぜんど土に仏ぶっとう塔（ストゥーパ）を建たて、お経きょうの内ないよう容を刻きざんだ大おおきな石せきちゅう柱を立たてました。（高たかさ約やく10m）その数かず8万まん4000。こうして仏ぶっきょう教は広ひろまっていきました。

			

		

		
			
				アショーカ大だいおう王は、貧まずしい人ひとびと々のために「ほどこしの家いえ」を建たてたり、動どうぶつ物の病びょういん院まで建たてました。仏ぶっきょう教を広ひろめるためにたくさんのお坊ぼうさま（僧そう）をインド全ぜんど土や近きんりん隣の外がいこく国に送おくりだしました。お布ふせ施（ほどこし）をし過すぎたため、家けらいたち来達の手てによってアショーカ王おうは城しろに閉とじ込こめられ、寂さびしく死しんでいきました。しかし、アショーカ王おうの功こうせき績は今いまもインドの人ひとびと々から尊そんけい敬されています。
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				ストゥーパの上じょうぶ部
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				ミリンダ王おうとカニシカ王おうの功こうせき績

			

		

		
			
				第11話
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				お金かねを使つかい過すぎたアショーカ大だいおう王の死しご後、マウリア王おうちょう朝は段だんだん々と衰すいたい退し崩ほうかい壊していきました。そして、インドにギリシャ人じんの王おうちょう朝がたくさん誕たんじょう生しました。

			

		

		
			
				その中なかの一ひとり人にミリンダ王おうがいました。おシャカさまが入にゅうめつ滅されて230年ねん。アショーカ大だいおう王が死しんで80年ねんご後、ミリンダ王おうも熱ねっしん心な仏ぶっきょうしんじゃ教信者になりました。ミリンダ王おうはギリシャ人じんでしたので、ギリシャの文ぶんか化も入はいってきました。

			

		

		
			
				ブッダガヤの大だいとう塔

				おシャカさまが悟さとりを開ひらいたところに建たてられている大だいぼだいじ菩提寺という寺じいん院。
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				さらに約やく300年ねんご後、クシャーナ王おうちょう朝に偉いだい大な王おうが出しゅつげん現しました。その名なを「カニシカ王おう」と言いいます。北きたインド全ぜんたい体から中ちゅうおう央アジアやイランまで勢せいりょく力を伸のばし、アショーカ大だいおういらい王以来の強きょうだい大な大だいていこく帝国を築きずきました。

			

		

		
			
				カニシカ王おうも熱ねっしん心な仏ぶっきょうしんじゃ教信者で、

				クシャーナ王おうちょう朝の首しゅと都プルシャプラに大だいとう塔を建こんりゅう立したり、仏ぶってん典や僧そうを保ほご護し、熱ねっしん心に仏ぶっきょう教を広ひろめました。

				ギリシャ美びじゅつ術の影えいきょう響を受うけたガンダーラ美びじゅつ術からマドラー美びじゅつ術が誕たんじょう生し、いきなり仏ぶつぞう像が誕たんじょう生しました。それまでのおシャカさまの姿すがたは見みることの出でき来ない「光ひかり」として捉とらえられ形かたちはありませんでした。そこにギリシャ彫ちょうこく刻のような仏ぶつぞう像が出しゅつげん現したのです。

				この仏ぶつぞう像が仏ぶってん典と共ともに広ひろまっていきました。

			

		

		
			
				カニシカ王おうは仏ぶっきょう教を手てあつく保ほご護したからガンダーラ美びじゅつ術が発はったつ達しました。
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				仏ぶっだ陀（おシャカさま）の原げんしぶっきょう始仏教は、その後ご保ほしゅは守派と革かくしんは新派に分ぶんれつ裂しました。入にゅうめつご滅後400年ねんごろ革かくしんは新派から大だいじょうぶっきょう乗仏教が生うまれます。菩ぼさつ薩の力ちからによって大たいしゅう衆を救きゅうさい済する仏ぶっきょう教を大だいじょうぶっきょう乗仏教と言いい、日にほん本には大だいじょうぶっきょう乗仏教が伝つたえられました。（真しんごんしゅう言宗・天てんだいしゅう台宗：浄じょうどしゅう土宗・禅ぜんしゅう宗など）

			

		

		
			
				「般はんにゃしんぎょう若心経」「華けごんぎょう厳経」「法ほけきょう華経」もこの時じだい代の大だいじょうぶっきょう乗仏教の理りろんかたち論家達が仏ぶっだ陀（おシャカさま）の名なを借かりて、自じぶんたち分達の考かんがえを書かいたものと言いわれています。

			

		

		
			
				人ひとびと々は仏ぶっしゃり舎利（お骨こつ）を分ぶんこつ骨し、菩ぼさつ薩を神しんかくか格化し、仏ぶつぞう像や菩ぼさつぞう薩像を作つくり、仏ぶっとう塔や仏ぶつぞう像を拝おがむようになります。

				こうして仏ぶっきょう教が成せいりつ立しました。
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				日にほん本の神かみさまと仏ほとけさまは

				大だいの仲なかよ良し

			

		

		
			
				お話はなしは日にほん本に戻もどります
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				日にほんじん本人の祖そせん先は大だいしぜん自然の中なかで神かみさまと共きょうせい生していました。太たいよう陽と月つき、山やまや川かわ、カミナリや風かぜ、火ひと水みず、大たいぼく木と岩いわ、総すべてのものに神かみが宿やどっていることを体からだで感かんじ、神かみに祈いのり、神かみに感かんしゃ謝して暮くらしていました。神かみの怒いかりや祟たたりを恐おそれて死ししゃ者の霊れいも恐おそれていました。

				そこに海かいがい外から仏ぶっきょう教が入はいって来きて、すぐに日にほんじん本人に受うけい入れられました。

				日にほん本の大だいしぜん自然の神かみさま、日にほん本の伝でんとう統の神かみさまと仏ほとけさまは、ともに「人ひとびと々を救すくい守まもって下くださる」と

				信しんじたからです。

			

		

		
			
				日にほんじん本人は八やおよろず百万の神かみさまを認みとめ、人ひとの和わを尊とうとび、決けっして争あらそうことをしない国こくみん民でした。
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				インドで仏ぶっきょう教が広ひろまっていたころ、日にほん本は1万まんねん年続つづいた縄じょうもんじだい文時代から弥やよいじだい生時代に移うつって行いきました（紀きげんぜん元前400年ねん～紀きげんぜん元前100年ねんごろ）。

			

		

		
			
				大たいりく陸から「お米こめ」や木もくせい製の農のうぐ具や金きんぞくき属器が入はいってきました。弥やよいじん生人と呼よばれる人ひとたち達は農のうこう耕を始はじめました。さまざまな土どき器も作つくられ、お米こめのおかげで人じんこう口も増ふえていきました（明めいじ治17年ねんに東とうきょうほんごうやよいちょう京本郷弥生町で発はっけん見された土どき器から、その時じだい代を弥やよいじだい生時代と呼よんでいます）。
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				土ど 器き

			

		

		
			
				青せいどうき銅器
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				日にほん本の弥やよいじだい生時代

			

		

		
			
				第12話

			

		

		
			
				お米こめや鉄てつが渡わたってきた

			

		

		
			
				30
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				農のうこう耕に必ひつよう要なものは「土とち地」と「水みず」です。水すいでん田に適てきした土とち地を巡めぐり、村むらと村むらの集しゅうらくかん落間で争あらそいが起おこるようになりました。取とれたお米こめを乾かんそう燥させ、虫むしやねずみから守まもるための高たかくら倉も作つくられました。力ちからのある部ぶぞく族がそのお米こめを狙ねらって攻せめてくるようにもなりました。その時じだい代の人ひとびと々にとって人ひとを殺ころすことも、人ひとのものを盗ぬすんだり取とることも、生いきるためには許ゆるされることだったようです。集しゅうらく落は敵てきの侵しんにゅう入を防ふせぐために防ぼうごさく護柵を作つくったり、敵てきの襲しゅうらい来を見みは張る「見みは張りやぐら」を作つくるようになりました。
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				弥やよいじだい生時代が始はじまったころ（紀きげんぜん元前3世せいき紀）中ちゅうごく国は秦しんの始しこうてい皇帝が大だいていこく帝国を築きずき、万ばんり里の長ちょうじょう城を作つくりました。その後ご、秦しんは滅めつぼう亡し、漢かんの武ぶてい帝が中ちゅうごく国を平へいてい定しました（紀きげんぜん元前2世せいき紀）。そのころ、日にほん本の奴なのくに国の使ししゃ者が漢かんを訪おとずれ「金きんいん印」をさずかりました（西せいれき暦57年ねん）。漢かんも滅ほろび、中ちゅうごく国は魏ぎ・呉ご・蜀しょくの三さんごくじだい国時代となります。そのころ日にほん本には邪やまたいこく馬台国という国くにがあり、魏ぎに使ししゃ者を送おくり貢みつぎもの物を贈おくりました。

			

		

		
			
				ヒミコの姿すがたは誰だれも見みたことがありません。とても美うつくしい人ひとだという伝でんせつ説もありますが、鬼きどう道を使つかったという説せつから、こんな顔かおをイメージしました。
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				国くにをまとめた邪やまたいこく馬台国とヒミコ

			

		

		
			
				第13話

			

		

		
			
				まぼろしの女じょおう王
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				邪やまたいこく馬台国の時じだい代、日にほん本には100ぐらいの国くにがあり、お互たがいに交こうりゅう流もしていましたが、常つねに戦せんそう争をしていました。邪やまたいこく馬台国にヒミコ（卑ひみこ弥呼）と言いう名なの女じょおう王が現あらわれ、諸しょこく国（30ヶかこく国）の王おうたち達はヒミコに従したがうようになりました。

				ヒミコは鬼きどう道と呼よばれる呪じゅじゅつ術によって「神かみのことば」を伝つたえることが出でき来ました。ヒミコは魏ぎの王おうさま様から「親しんぎわおう魏倭王」の名なまえ前と金きんいん印や銅どうきょう鏡を贈おくられ、日にほん本の女じょおう王と認みとめられました（西せいれき暦239年ねん）。

			

		

		
			
				248年ねんにヒミコは死しに、大おおきな墓はかに100人にんの従じゅうしゃ者と共ともに埋まいそう葬されました。ヒミコの死しご後、男おとこの王おうがたつと戦せんそう争が始はじまり国くにが乱みだれましたが、13才さいの「壱いよ与」が女じょおう王になると、再ふたたび国くには平へいわ和になりました。

				邪やまたいこく馬台国がどこにあったのか？ヒミコの墓はかがどこにあるのか？北きたきゅうしゅうせつ九州説と近きんきせつ畿説がありますが、歴れきし史のナゾです。
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				金きん 印いん

			

		

		
			
				銅どう 鏡きょう
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				4世せいき紀中なかごろになると、奈ならけん良県大やまとちほう和地方に強つよい国くにが生うまれ、近ちかくの国くにを平へいてい定していきました（大やまとせいけん和政権）。大やまとせいけん和政権は諸しょこく国の王おうと手てを結むすび、関かんとう東から北きたきゅうしゅう九州まで勢せいりょく力を伸のばし、大やまとこっか和国家の礎いしずえを築きずきました。
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				大やまとじだい和時代の大だいおう王

			

		

		
			
				第14話
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				大やまと和の王おうは権けんりょく力を示しめすために巨きょだい大な墓はかをつくりました。形かたちは後こうほう方を円えんに前ぜんぽう方を長ちょうほうけい方形にした（前ぜんぽうこうえんふん方後円墳）もので、各かくち地の豪ごうぞく族もこれをまねて大おおきな古こふん墳を残のこしました。

				この時じだい代の大やまと和の大だいおう王は、たびたび中ちゅうごく国に使つかいを送おくり、中ちゅうごく国の強きょうだい大な力ちからと結むすびつこうとしました。

				421年ねん～479年ねん、中ちゅうごく国の晋しんや宋そうに使ししゃ者を送おくり、支しえん援を求もとめた王おうたち達の中なかで、5人にんの王おうが「倭わの五ごおう王」として認みとめられたことが中ちゅうごく国の歴れきししょ史書に書かかれています。

			

		

		
			
				507年ねん、大やまとちょうてい和朝廷の実じつりょくしゃ力者大おおとものかなむら伴金村が、福ふくいけん井県から継けいたい体を招まねき天てんのう皇にしましたが、反はんたいしゃ対者も多おおく、20年ねんご後にようやく大やまと和に入はいることができました。

				このことでもわかるように、政せいけんない権内の権けんりょくあらそ力争いや朝ちょうせんはんとう鮮半島での争あらそいなど、国こっか家としての安あんてい定はまだ確かくりつ立していませんでした。
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				天てんじょう上の神かみがみ々はイザナギ（伊いざなぎ邪那岐）とイザナミ（伊いざなみ邪那美）の夫めおとしん婦神に国こくど土づくりを命めいじました。イザナギとイザナミは聖せいなる矛ほこで海うみをかきまぜると島しまが出でき来ました。（日にほん本の国こくど土です）

				国こくど土づくりを終おえた夫めおとしん婦神（イザナギ・イザナミ）は、多おおくの神かみさまを生うみました。

				海うみの神かみ（オオワダツミの神かみ）・風かぜの神かみ（シナツヒコの神かみ）

				山やまの神かみ（オオヤマツミの神かみ）・天あめのとりふね鳥船（アメノトリフネ）

				など、数かずかず々の神かみさまを生うみ出だしました。
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				古こじき事記に登とうじょう場する日にほん本の神かみがみ々

			

		

		
			
				第15話
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				天あまてらすおおみかみ照大御神に天てんじょうかい上界（高たかまがはら天原）、須すさのおのみこと佐之男命に海うなばらかい原界、月つきよみのみこと読命に夜よるの世せかい界の支しはい配を命めいじました。
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				火ひの神かみ（ヒノカグツチの神かみ）を生うんだ時とき、イザナミは火やけど傷をして死しんでしまいました。悲かなしんだイザナギは、出いずもちほう雲地方の比ひばやま婆山に葬ほうむり、火やけど傷をおわせたヒノカグツチの首くびをはねてしまい、その剣つるぎについた血ちからタケミカズチの男おがみ神と水すいじん神クラオ神かみが誕たんじょう生しました。

				夫おっとイザナギは愛いとおしい妻つまイザナミに会あいに黄よみ泉の国くに（死ししゃ者の国くに）へ行いきました。そこで見みたものは蛆うじにたかられたみにくい妻つまの姿すがたでした。見みるなと言いっていたのにとイザナミは怒おこって追おいかけてきました。

				黄よみ泉の国くにから命いのちがけで逃にげ帰かえったイザナギは、日ひゅうが向の阿あわぎはら波岐原の清せいりゅう流でけがれを落おとすためにみそぎをします。そのみそぎの中なかで、ワダツミ三さんじん神や住すみよしさんじん吉三神が生うまれ、最さいご後に顔かおを洗あらった時とき、左ひだりめ目から天あまてらすおおみかみ照大御神、右みぎめ目からは月つきよみのみこと読命、鼻はなからは須すさのおのみこと佐之男命の三さんきしん貴子が誕たんじょう生しました。
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				姉あね（アマテラス）と弟おとうと（スサノオ）は神かみさまの生うみくらべをしました。

				太たいようしん陽神　天あまてらすおおみかみ照大御神の勾まがたま玉から生うまれたのが天あめのおしほみみのみこと忍穂耳命（天てんのうけ皇家の祖そせん先）などの神かみ。弟おとうと　須すさのおのみこと佐之男命の剣つるぎから生うまれたのが宗むなかたさんじょしん像三女神などの神かみです。

				須すさのおのみこと佐之男命は荒あらぶる性せいかく格で、姉あねの支しはい配する天てんじょうかい上界で暴ぼうきょ挙をはたらき乱らんぼう暴します。じっと耐たえた姉あね（アマテラス）もついに「天あまの岩いわと戸」にかくれてしまいました。

				太たいようしん陽神がかくれた世せかい界は闇やみとなります。神かみがみ々は困こまり鏡かがみと勾まがたま玉を作つくり（三さんしゅ種の神じんぎ器の二ふたつ）、聖せいなる木きに飾かざり祭まつりをします。天あまのうずめのみこと鈿女命が肌はだもあらわな踊おどりをすると、神かみがみ々はどっと笑わらい盛もり上あげました。
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				天あまてらすおおみかみ照大御神と須すさのおのみこと佐之男命

			

		

		
			
				第16話

			

		

		
			
				天あまの岩いわと戸

			

		

		
			
				38

			

		

	
		
			
				天てんじょうかい上界を追ついほう放された須すさのおのみこと佐之男命は、出いずも雲の地ちに降おり立たちました。そこで八やまたのおろち岐大蛇の生いけにえにされかけていた櫛くしなだ名田ひめを、大だいじゃ蛇を退たいじ治して助たすけました。八やっつの頭あたまを持もつ大だいじゃ蛇を切きり散ちらすと、尾おから見みごと事な剣つるぎが出でて来きたので須すさのおのみこと佐之男命は天あまてらす照に奉ほうのう納し（熱あつたじんじゃ田神社に伝つたわる三さんしゅ種の神じんぎ器の一ひとつ草くさなぎ薙の剣つるぎ）、助たすけた櫛くしなだ名田ひめを妻つまにしました。

				スサノオの六ろくだいめ代目が「大おおくにぬしのみこと国主命」です。
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				何なにが起おこったのかと天あまてらすおおみかみ照大御神が岩いわと戸を少すこし開あけた時とき、天あめのたぢからおのかみ手力男命が岩いわと戸を開あけ、天あまてらす照の手てをとり外そとに出でていただきました。世せかい界に光ひかりがかえってきました。
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				「大だいこく国さま」と親したしまれる大おおくにぬし国主の神かみは、稲いなば羽で白しろうさぎを助たすけます。そのやさしさを認みとめた八やかみひめ上姫が妻つまになります。

			

		

		
			
				大だいこく国さまはスサノオの命めいれい令で出いずも雲の国くにづく造りをします。大だいこく国さまは宗むなかた像の「多たきり紀理ひめ」「越こしの沼ぬなかわ河ひめ」「神かむやたて屋楯ひめ」「鳥とっとり取ひめ」とも関かんけい係を結むすび、国くにを造つくっていきます。正せいさい妻の須すせり勢理ひめの嫉しっと妬が強つよく、「八やかみ上ひめ」は恐おそれて稲いなば羽に帰かえりました。

			

		

		
			
				大国主と結婚した
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				大おおくにぬしのしんわ国主神話と天てんそんこうりん孫降臨

			

		

		
			
				第17話

			

		

		
			
				大だいこく国さま

			

		

		
			
				兄きょうだいたち弟達八やそがみ十神の嫉しっと妬から何なんど度も殺ころされますが、天てんじょう上の母ははから助たすけられ生いき返かえります。
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				天あまてらすおおみかみ照大御神の子しそん孫ニニギノミコト（邇ににぎのみこと邇芸命）は、三さんしゅ種の神しんぎ器を持もって日ひゅうが向高たかちほ千穂の地ちに降おり立たちました。

			

		

		
			
				天てんじょうかい上界の天あまてらすおおみかみ照大御神と高たかみむすひのかみ御産巣日神は、地ちじょうせかい上世界の支しはい配を子この天あめのおしほみみのみこと忍穂耳命に命めいじ「大おおくにぬし国主の神かみ」に交こうしょう渉させます。交こうしょう渉は難なんこう航しましたが、大おおくにぬし国主（大だいこく国さま）は自みずからを祀まつる大おおきな神じんじゃ社（出いずもたいしゃ雲大社）を建たててくれることを条じょうけん件に、地ちじょうかい上界を献けんじょう上し静しずかに黄よみ泉の国くにへ去さりました。

			

		

		
			
				国くにゆずり
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				ニニギは美うつくしい「木このはなのさくや花之佐久夜ひめ」を妻つまにしましたが、佐さくや久夜はニニギの疑うたがいをはらす為ために産うぶや屋に火ひを放はなち、火ひの中なかで三さんにん人の子こを産うみました。三さんにん人は天あまてらす照のひ孫まごにあたり、三さんにん人の中なかの火ほでりのみこと照命（海うみさちひこ幸彦）は初しょだいてんのう代天皇「神じんむ武」の祖そふ父となりました。
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				お話はなしは中ちゅうごく国へ移うつります

			

		

		
			
				雲うんこう岡の摩まがいぶつ崖仏　北ほくぎ魏の文ぶんせいてい成帝（在ざいい位452〜465年ねん）によって造ぞうえい営された。
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				中ちゅうごく国も4大だいぶんめい文明の発はっしょうち祥地で、紀きげんぜん元前3,000年ねんごろから数かずかず々の国くにが生うまれ、戦たたかい、滅ほろんでまた生うまれていました。

				おシャカさまが生うまれたころより100年ねんくらい前まえ、孔こうし子さま（紀きげんぜん元前552年ねんう生まれ・紀きげんぜん元前479年ねんぼつ没73歳さい）が「儒じゅきょう教」を教おしえます。孔こうしさま子様の語かたられた言ことば葉を、100年ねんご後弟でしたち子達がまとめたものを「論ろんご語」と言いいます。

				儒じゅきょう教は紀きげんぜん元前200年ねんごろ、漢かんの武ぶてい帝によって「国こっきょう教」と認みとめられ広ひろまりました。インドでアショーカ大だいおう王のマウリア朝ちょうが仏ぶっきょう教を広ひろめていた時じだい代です。

			

		

		
			
				中ちゅうごく国では戦せんそう争のたびに「占うらない」で神かみさま様の意いと図を知しろうとしたり、儒じゅきょう教の他ほかにもたくさんの思しそうか想家が出しゅつげん現していました。

				『諸しょしひゃっか子百家』孔こうし子さまの儒じゅか家や法ほうりつ律を重おもんずる法ほうか家、戦せんそう争で解かいけつ決しようとする兵へいか家、愛あいを説とく墨ぼくか家、自しぜん然のままに生いきようとする道どうか家などの諸しょし子が各かっこく国の王おうさま様に進しんげん言しました。

				王おうさまは「神かみ」に勝しょうり利を祈きがん願し、国こくみん民の治ちあん安の為ために「神しんい意」を求もとめました。

				そんな時じだい代に仏ぶっきょう教は中ちゅうごく国に入はいって来くるのですが、なかなか受うけ入いれられませんでした。
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				中ちゅうごくとんこう国敦煌・莫ばっこうくつ高窟の壁へきが画

			

		

		
			
				筆ひっしゃ者が敦とんこう煌で見た壁へきが画
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				クシャーナ王おうちょうじだい朝時代（1世せいきなか紀半ば～3世せいきぜんはん紀前半）、カニシカ王おうの保ほご護もあり、ガンダーラ美びじゅつ術（仏ぶつぞう像）と仏ぶっきょう教が西せいいき域と呼よばれるシルクロードの各かっこく国に広ひろまっていき、中ちゅうごく国にも伝つたえられました。

				インドでは数かずかず々の仏ぶっせつ説が入いり交まじり、何なんびゃく百ものお経きょうが誕たんじょう生し「私わたしはこう聞きいた（如にょぜがもん是我聞）」と伝つたえられ、それが作つくられた時じだい代に関かんけい係なく中ちゅうごく国に入はいった為ため、混こんらん乱しました。

				2世せいき紀中なかごろ、西せいいき域の僧そう「安あんせいこう世高」と「シルカセン」の二ふたり人が中ちゅうごくご国語に翻ほんやく訳しました。そのころ中ちゅうごく国は儒じゅきょう教や土どちゃく着の宗しゅうきょう教が盛さかんで、仏ぶっきょう教はあまりふるいませんでした。儒じゅきょう教を保ほご護した前ぜんかん漢と後ごかん漢が滅めつぼう亡すると、世よの中なかは大だいらんせ乱世となり、人々は不ふあん安の中なかに救すくいを求もとめ、仏ぶっきょう教を受うけ入いれるようになっていきました。
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				西せいいき域シルクロードを通とおって中ちゅうごく国へ伝つたわった仏ぶっきょう教

			

		

		
			
				第18話

			

		

		
			
				おシャカさま入にゅうめつご滅後500年ねん〜700年ねん頃ごろ
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				龍りゅうじゅ樹（150〜250年ねんころ）

				南みなみインドに生うまれ、大だいじょうぶっきょう乗仏教の教きょうりきばん理基盤を確かくりつ立し、縁えんぎ起・空くうをテーマにしました。
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				日にほん本に仏ぶっきょう教が伝つたわるのは6世せいきなか紀半ば（538年ねん）、中ちゅうごく国に伝でんらい来してから500年ねんくらい後あとのことです。仏ぶっきょう教はその間あいだに中ちゅうごくこらい国古来の土どちゃくしゅうきょう着宗教とも同どうか化し、数かずかず々の理りろんかたち論家達によって「中ちゅうごくぶっきょう国仏教」として成せいりつ立していきます。インドのナーガルジュナ（龍りゅうじゅ樹・150-250年ねんごろ）という名なの天てんさい才が、哲てつがくてき学的に確かくりつ立した「縁えんぎ起」と「空くう」の思しそう想の大だいじょうぶっきょう乗仏教が中ちゅうごく国では受うけ入いれられました。

			

		

		
			
				また、翻ほんやくしゃ訳者としても伝でんどうしゃ道者としても最もっとも功こうせき績のあったのが「クマラジュー（鳩くまらじゅう摩羅什）」です。（350-409年ねんごろ・西さいいき域生うまれ）鳩くまらじゅう摩羅什は何なんびゃくにん百人もの人ひとびと々の前まえでお経きょうを読よみながら漢かんやく訳し、その教おしえを説ときました。（弟でしたち子達が書かきとりました。）

			

		

		
			
				鳩くまらじゅう摩羅什（350〜409年ねんころ）

				亀きじ慈生うまれ。インド貴きぞく族の血ちを引ひく父ちちと、西せいいき域・亀きじこく慈国の王おうぞく族である母ははとの間あいだに生うまれ、7歳さいのとき母ははとともに出しゅっけ家。北ほくりょう涼を経へて長ちょうあん安で翻ほんやく訳に専せんねん念。『大だいぼんはんにゃきょう品般若経』『法ほけきょう華経』『中ちゅうろん論』など
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				629年ねん玄げんじょう奘さまは、王おうに無むきょか許可で仏ぶっきょう教の経きょうてん典を求もとめて、唐とうの都みやこ長ちょうあん安（西せいあん安）から西せいいき域の国くにぐに々を通とおってインドへと旅たびをします。その苦くるしい旅たびを助たすけたのがドラマ「西さいゆうき遊記」の孫そんごくう悟空、猪ちょはっかい八戒、沙さごじょう悟浄と白はくば馬（玉ぎょくりゅう竜）です。

				その時じだい代の旅たびの困こんなん難さや悪あくま魔との戦たたかいは今いまもドキドキワクワクしますが、玄げんじょう奘さまは16年ねんの旅たびで数すうせん千の経きょうてん典や仏ぶっきょう像を集あつめ645年ねん帰きこく国しました。（国こくみんてき民的ヒーローとして迎むかえられました）
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				玄げんじょう奘（三さんぞう蔵）法ほうし師さまと孫そんごくう悟空

			

		

		
			
				第19話
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				664年ねんに亡なくなるまでに75部ぶ1335巻かんを翻ほんやく訳し、さらに法ほっそうしゅう相宗の開かいそ祖となりました。

				（三さんぞうほうし蔵法師とは「律りつぞう蔵」「経きょうぞう蔵」「論ろんぞう蔵」の三さんぞう蔵を習しゅうとく得した偉えらい僧そうのことをいいます。）

				日にほん本でも有ゆうめい名な般はんにゃしんぎょう若心経は玄げんじょう奘さまがまとめられたお経きょうです。

			

		

		
			
				[image: ]
			

			
				[image: ]
			

			
				
					摩ま訶か般はん若にゃ波は羅ら蜜みっ多た心しん経ぎょう

					観かん自じ在ざい菩ぼ薩さつ、行ぎょう深じん般はん若にゃ波は羅ら蜜みっ多た時じ、照しょう見けん五ご蘊うん皆かい空くう、

					度ど一いっ切さい苦く厄やく、舎しゃ利り子し、色しき不ふ異い空くう、空くう不ふ異い色しき、色しき即そく是ぜ空くう、

					空くう即そく是ぜ色しき、受じゅ想そう行ぎょう識しき、亦やく復ぶ如にょ是ぜ、舎しゃ利り子し、是ぜ諸しょ法ほう空くう相そう、

					不ふ生しょう不ふ滅めつ、不ふ垢く不ふ浄じょう、不ふ増ぞう不ふ減げん、是ぜ故こ空くう中ちゅう、

					無む色しき、無む受じゅ想そう行ぎょう識しき、無む眼げん耳に鼻び舌ぜっ身しん意に、無む色しき声しょう香こう味み触そく法ほう、

					無む眼げん界かい、乃ない至し無む意い識しき界かい、無む無む明みょう、亦やく無む無む明みょう尽じん、

					乃ない至し無む老ろう死し、亦やく無む老ろう死し尽じん、無む苦く集しゅう滅めつ道どう、無む智ち亦やく無む得とく、

					以い無む所しょ得とく故こ、菩ぼ提だい薩さっ埵た、依え般はん若にゃ波は羅ら蜜みっ多た故こ、

					心しん無む罣け礙げ、無む罣け礙げ故こ、無む有う恐く怖ふ、遠おん離り一いっ切さい、顛てん到どう夢む想そう、

					究く境きょう涅ね槃はん、三さん世ぜ諸しょ仏ぶつ、依え般はん若にゃ波は羅ら蜜みっ多た故こ、

					得とく阿あ耨のく多た羅ら三さん藐みゃく三さん菩ぼ提だい、故こ知ち般はん若にゃ波は羅ら蜜みっ多た、是ぜ大だい神じん呪しゅ、

					是ぜ大だい明みょう呪しゅ、是ぜ無む上じょう呪しゅ、是ぜ無む等とう等どう呪しゅ、能のう除じょ一いっ切さい苦く、

					真しん実じつ不ふ虚こ、故こ説せつ般はん若にゃ波は羅ら蜜みっ多たし呪ゅ、即そく説せつ呪しゅ曰わつ、羯ぎゃ諦てい羯ぎゃ諦てい、

					波は羅ら羯ぎゃ諦てい、波は羅ら僧そう羯ぎゃ諦てい、菩ぼ提じ薩そ婆わ訶か、般はん若にゃ心しん経ぎょう
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				ダルマ（達だるま磨）さまや中ちゅうごく国の名めいそう僧と宗しゅうは派

			

		

		
			
				第20話
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				中なかでも有ゆうめい名なのがダルマ（達だるま磨）さまです。ダルマさまの生せい・没ぼつは不ふめい明ですが、南みなみインド出しゅっしん身と伝つたえられています。

				仏ぶっきょうきょうてん教経典にとらわれず仏ぶっだ陀（おシャカさま）の教おしえを体からだ（禅ぜん）で体たいとく得しなさいと説ときました。

			

		

		
			
				歴れきしてき史的に中ちゅうごく国では宗しゅうきょう教は総すべて国こっか家の為ためのものでした。仏ぶっきょう教も時じだいじだい代時代によって変へんか化しています。数かずかず々の名めいそう僧が出しゅつげん現し、宗しゅうは派を形けいせい成しました。クマラジュー（鳩くまらじゅう摩羅什）や玄げんじょう奘さまが翻ほんやく訳し伝つたえた仏ぶっきょう教に、中ちゅうごくてきはっそう国的発想と名めいそうたち僧達の理りろん論を組くみ合あわせた宗しゅうは派が全ぜんこく国に広ひろまりました。
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				などなど、数かずおお多くの名めいそう僧がおシャカさまの教おしえを中ちゅうごくぜんど国全土に広ひろめました。

				インドの仏ぶっきょうきょうてん教経典には存そんざい在しないのに、中ちゅうごく国で一いちばんにんき番人気のあったのが偽にせきょう経と呼よばれる「父ふぼ母恩おんじゅうきょう重経」です。儒じゅきょう教と仏ぶっきょう教の合ごうせい成ですが、大たいしゅう衆にはわかりやすい教おしえでした。「盂うらぼんきょう蘭盆経」も中ちゅうごく国や日にほん本でお盆ぼん参まいりの行ぎょうじ事のルーツとなっています。中ちゅうごく国で生うまれた偽にせきょう経と言いわれています。

			

		

		
			
				天てんだいしゅう台宗の開かいそ祖「智ちぎ顗さま」

				（538-598年ねん）

			

		

		
			
				華けごんしゅう厳宗を広ひろめた「法ほうぞう蔵さま」

				（643-712年ねん）

			

		

		
			
				中ちゅうごくみっきょう国密教の祖そ「不ふくう空さま」

				（705-774年ねん）

			

		

		
			
				浄じょうどしゅう土宗を大たいせい成した「善ぜんどう導さま」

				（613-681年ねん）
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				（イメージ画）
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					仏ぶっきょう教伝でんらい来

					ルート
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				仏ぶっきょう教は朝ちょうせんはんとう鮮半島百くだらこく済国の清せいめいおう明王から飛あすかじだい鳥時代（538年ねん）日にほん本の欽きんめいてんのう明天皇に贈おくられました。

				その頃ころの天てんのうけ皇家（朝ちょうてい廷）はまだ不ふあんてい安定で、内ないぶ部での権けんりょく力争あらそいが絶たえませんでした。

			

		

		
			
				仏ぶっきょう教に大だいはんたい反対したのが物もののべうじ部氏一いちぞく族、賛さんせいは成派が蘇そがうじいちぞく我氏一族でした。

				物もののべいちぞく部一族は仏ぶっだ陀（おシャカさま）のことを浮ふと図の気け（外ほかから渡とらい来の気け）「ほとけ」と呼よび、外がいらい来神かみとして拒きょぜつ絶しました。反はんたいは対派は悪わるい事ことが起おきると「日にほん本の神かみさま様の怒いかりだ」と言いいました。賛さんせいは成派は「外そとから福ふくをもたらす神かみ」として受うけい入れました。

				結けっきょく局、物もののべの部守もりや屋は蘇そがのうまこ我馬子との戦たたかいにやぶれ、物もののべいちぞく部一族は滅ほろび、反はんたいは対派はいなくなりました。
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				仏ぶっきょう教が伝つたわったころの日にほん本

			

		

		
			
				第21話

			

		

		
			
				6世せい紀き

			

		

		
			
				百くだら済から贈おくられた仏ぶつぞう像と経きょうてん典
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				蘇そがのうまこ我馬子は天てんのうけ皇家より強きょうだい大な力ちからを持もつようになり、587年ねんに宗すしゅんてんのう峻天皇をたて、5年ねんご後の592年ねんに宗すしゅんてんのう峻天皇を暗あんさつ殺し、馬うまこ子の姪めいを日にほんはつ本初の女じょてい帝「推すいこてんのう古天皇」としてたてました。

				推すいこてんのう古天皇は仏ぶっきょう教を深ふかく信しんこう仰していて摂せっしょう政となった聖しょうとくたいし徳太子と共ともに、仏ぶっきょう教を中ちゅうしん心とする国こっか家を目めざ指しました。
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				太たいし子さまの父ちちは31代だい天てんのう皇の用ようめいてんのう明天皇、母ははは29代だい欽きんめいてんのう明天皇の皇おうじょ女（蘇そがのいなめ我稲目の子しそん孫）574年ねんのお生うまれです。聖しょうとくたいし徳太子さまは幼おさない時ときから賢かしこくて、同どうじ時に7人にんのお話はなしを聞きき分わけられたと伝つたえられています。

				物もののべいちぞく部一族と蘇そがいちぞく我一族とが戦たたかった時とき、聖しょうとくたいし徳太子さまは蘇そががた我方につき戦たたかいを勝しょうり利に導みちびきました。19歳さいの時とき、父ちち（用ようめいてんのう明天皇）の妹いもうと（推すいこ古）が天てんのう皇に即そくい位されると、摂せっしょう政（天てんのう皇の代かわりに政せいじ治をする人ひと）になられました。朝ちょうていない廷内の権けんりょくしゃ力者、蘇そがのうまこ我馬子ととも協きょうりょく力し、天てんのう皇を中ちゅうしん心とする国くにづくりをすすめます。太たいし子さまは大おおさか阪に四してんのうじ天王寺を建こんりゅう立したり、後のちに広こうりゅうじ隆寺を建たて仏ぶっきょう教を信しんこう仰しました。

			

		

		
			
				当とうじ時、中ちゅうごく国の大だいおう王であった隋ずいの煬ようだい帝に手てがみ紙で「日ひい出ずるところの天てんし子、書しょを日にちぼつ没するところの天てんし子にいたす、つつがなきや」と書かき、国くにと国くにとの対たいとう等の関かんけい係を示しめされました。小おののいもこ野妹子を二にど度隋ずいに行いかせ、中ちゅうごく国の文ぶんか化や制せいど度を学まなび導どうにゅう入しました。隋ずいが滅ほろび唐とうが興おこると遣けんとうし唐使を送おくりました。
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				聖しょうとくたいし徳太子さま

			

		

		
			
				第22話

			

		

		
			
				日にほんはつ本初の憲けんぽう法をつくった日にほんぶっきょう本仏教の父ちち

			

		

		
			
				54

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				仏ぶっきょう教を中ちゅうしん心にすえた仏ぶっ・法ぽう・僧そうを尊とうとぶ「17条じょうの憲けんぽう法」を定さだめ、朝ちょうていない廷内での階かいきゅう級を『冠かんい位12階かい』に定さだめ、国くにの体たいせい制をととのえていきました。（冠かんむりの色いろは上うえから紫むらさき・青あお・赤あか・黄き・白しろ・黒くろの順じゅん）

				中ちゅうごく国（隋ずい・唐とう）や朝ちょうせんはんとう鮮半島の新しらぎ羅・高こうくり句麗との国こっこう交も成せいりつ立させ、国こくない内を天てんのうちゅうしん皇中心の国こっか家にまとめ、仏ぶっきょう教を大たいせつ切にして、斑いかるがでら鳩寺（後のちの法ほうりゅうじ隆寺）なども建こんりゅう立し、日にほんぶっきょう本仏教の祖そとしても活かつやく躍され、622年ねん49歳さいで没ぼっしました。

			

		

		
			
				歴れきしじょう史上悲かなしいのは、聖しょうとくたいし徳太子さまの二ふたり人の皇おうじ子（山やましろのおおうえのおう背大兄王・殖えくりのみこ栗皇子）が、蘇そがのうまこ我馬子の子しそん孫、蘇そがのいるか我入鹿によって殺ころされ、聖しょうとくたいし徳太子さまの一いちぞく族が滅ほろぼされてしまったという事じじつ実です。（643年ねん）
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				蘇そがのいるか我入鹿は皇こういけいしょうよていしゃ位継承予定者の聖しょうとくたいし徳太子の子こ（山やましろのおおえのおう背大兄王）を643年ねんに殺ころし、政せいじ治を専せんおう横していました。

				中なかのおおえのおうじ大兄皇子（後のちの天てんちてんのう智天皇）と中なかとみのかまたり臣鎌足（後のちの藤ふじわらのかまたり原鎌足）は、645年ねん入いるか鹿を飛あすか鳥の宮きゅうでん殿の中なかで殺ころし、蘇そがいちぞく我一族を滅めつぼう亡させました。

				天てんちてんのう智天皇と弟おとうとの天てんむてんのう武天皇は大たいか化の改かいしん新という政せいじかいかく治改革をおしすすめました。
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				大たいか化の改かいしん新と飛あすか鳥の仏ぶっきょう教
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				飛あすかじだい鳥時代に仏ぶっきょう教は栄さかえ、いろいろな仏ぶつぞう像が作つくられ、寺じいん院も造つくられました。
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				天てんむてんのう武天皇の後あとを継ついだのが皇こうごうじとう后持統（即そくい位689年ねん）でした。持じとうてんのう統天皇は都みやこを飛あすか鳥から藤ふじわらきょう原京に移うつします。万まんようしゅう葉集もこの時じだい代に作つくられました。
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				聖しょうとくたいし徳太子さま（622年ねんぼつ没）が亡なくなられてから約やく100年ねんご後、聖しょうむ武が天てんのう皇に即そくい位しました。

				そのころ天てんこうふじゅん候不順や疫えきびょう病の流りゅうこう行や政せいじ治の混こんらん乱で、何なんど度も都みやこを移うつしたりして国くには乱みだれていました。聖しょうむてんのう武天皇は、いろいろな僧そうのすすめを聞きき、仏ほとけさまにすがることにしました。

			

		

		
			
				各かくち地に国こくぶんじ分寺や国こくぶんにじ分尼寺を建たてる詔みことのりを出だし、大だいぶつこんりゅう仏建立を発はっぴょう表しました。資しきんぶそく金不足でなかなか進すすみませんでしたが、その当とうじ時大たいしゅう衆に人にんき気のあった行ぎょうき基さまに協きょうりょく力を求もとめました。

				行ぎょうき基さまは各かくち地で道どうじょう場（小ちいさな寺てら）を造つくり、仏ぶっきょう教を広ひろめると同どうじ時に、

				ため池いけや洪こうずい水を防ふせぐ堤ていぼう防や土どぼくこうじ木工事を教おしえたり橋はしを造つくったりし、民みんしゅう衆から行ぎょうきぼさつ基菩薩さまと慕したわれていました。
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				聖しょうむてんのう武天皇と奈なら良の大だいぶつ仏さま
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				行ぎょうき基さまは全ぜんこく国をまわって民みんしゅう衆の力ちからを結けっしゅう集し、大だいぶつさまこんりゅう仏様建立に貢こうけん献し、745年ねん大だいそうじょう僧正に任にんじられましたが、完かんせい成を見みることなく、749年ねん82歳さいで亡なくなりました。

				大だいぶつ仏さまは752年ねん完かんせい成（開かいげんくよう眼供養）には、天てんのう皇の希きぼう望で僧そう1万まんにん人が参さんれつ列しました。（当とうじ時の日にほん本の人じんこう口は推すいてい定500万まんにん人）

			

		

		
			
				聖しょうむてんのう武天皇は大だいぶつかいげん仏開眼2年ねんご後に来らいにち日された鑑がんじん真さまの戒かいりつ律を受うけて正せいしき式な僧そうとなり、その2年ねんご後56歳さいで亡なくなりました。
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				日にほん本の仏ぶっきょうかい教界のみだれを救すくってほしいと願ねがった朝ちょうてい廷は、唐とうで一いちばん番の僧そう・鑑がんじん真さまに日にほん本へ来きてくださいとお願ねがいしました。

				鑑がんじん真さまは弟でし子の中なかで日にほんゆ本行きを希きぼう望する者ものを募つのりましたが、皆みな危きけん険を恐おそれ一ひとり人もいませんでした。鑑がんじん真さまは「仏ぶっぽう法のためなら命いのちなどおしまない」と決けつい意されました。
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				鑑がんじん真さまと（奈なら良）南なんと都六ろくしゅう宗
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				5回かいの渡とこうしっぱい航失敗の間あいだに失しつめい明し、6回かいめ目にようやく日にほん本へ来くることが出でき来ました。命いのちがけで日にほん本に来きてくださった鑑がんじん真さまは、医いがく学や薬やくそう草にも詳くわしく、皇こうぞく族が病びょうき気になった時ときは治ちりょう療もなされました。

			

		

		
			
				仏ぶっきょう教では戒かいりつ律を重おもんじる律りっしゅう宗という宗しゅうは派を伝つたえました。

				759年ねん奈なら良に唐とうしょうだいじ招提寺を建たて、弟でし子たちに律りっしゅう宗を教おしえ、763年ねん76歳さいで亡なくなられました。

			

		

		
			
				クマラジュー（鳩くまらじゅう摩羅什）を開かいそ祖とする三さんろんしゅう論宗（大だいあんじ安寺・元がんごうじ興寺）と成じょうじつしゅう実宗。興こうふくじ福寺の法ほっそうしゅう相宗（玄げんじょうさんぞう奘三蔵さまの宗しゅうは派）、法ほっそうしゅう相宗の寓ぐうしゅう宗ともいわれる倶くしゃしゅう舎宗、鑑がんじん真さまの律りっしゅう宗（唐とうしょうだいじ招提寺）、東とうだいじ大寺の華けごんしゅう厳宗を南なんとろくしゅう都六宗と呼よびます。後のちに天てんだいしゅう台宗や真しんごんしゅう言宗と対たいりつ立します。

			

		

		
			
				国くにと仏ぶっきょう教を守まもってもらいたいと願ねがった皇こうぞく族は、仏ぶっきょう教を保ほご護し寺てらを寄きしん進したりしました。

				遣けんとうし唐使たちによって持もち込こまれた仏ぶってん典の異ことなりによって各かくしゅうは宗派が生うまれました。
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				794年ねん桓かんむてんのう武天皇が都みやこを京きょうと都に移うつしました。（平へいあんきょう安京）

				最さいちょう澄さま28歳さいは比ひえいざん叡山で修しゅぎょうちゅう行中でした。それから10年ねんの804年ねん、桓かんむてんのう武天皇に認みとめられて遣けんとうしせん唐使船で唐とうに渡わたり、天てんだいさん台山で学まなび、帰きこくご国後805年ねんに日にほん本の天てんだいしゅう台宗を開ひらきました。

				天てんだいきょうがく台教学のほか、禅ぜん・戒かいりつ律・密みっきょう教も学まなんでこられた最さいちょう澄さまは、朝ちょうてい廷（桓かんむてんのう武天皇）から重おもんじられ、天てんだいしゅう台宗は正せいしき式に公こうにん認されました。
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				最さいちょう澄さまと天てんだいしゅう台宗

			

		

		
			
				第26話

			

		

		
			
				伝でんぎょうだいし教大師
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				密みっきょう教とは古ふるいインドの宗しゅうきょう教と仏ぶっきょう教とが混まじったものに、中ちゅうごく国での祈きとう祷や呪じゅじゅつ術の儀ぎしき式が組くみ合あわさったものといわれています。

			

		

		
			
				新しんこう興の天てんだいしゅう台宗に対たいし、奈なら良の六ろくしゅう宗の東とうだいじ大寺や法ほっそうしゅう相宗興こうふくじ福寺の僧そう・徳とくいつ一は非ひなんたいりつ難対立しました。

			

		

		
			
				比ひえいざんえんりゃくじ叡山延暦寺は日にほんぶっきょう本仏教の道どうじょう場となり、後のちに各かくしゅうは宗派の始しそ祖となる人じんぶつ物を輩はいしゅつ出します。

				往おうじょうようしゅう生要集の源げんしん信さま（942-1017）

				浄じょうどしゅう土宗の法ほうねん然さま（1133-1212）

				臨りんざいしゅう済宗の栄えいさい西さま（1141-1215）

				浄じょうどしんしゅう土真宗の親しんらん鸞さま（1173-1262）

				曹そうとうしゅう洞宗の道どうげん元さま（1200-1253）

				日にちれんしゅう蓮宗の日にちれん蓮さま（1222-1282）

				など、比ひえいざんえんりゃくじ叡山延暦寺で学まなびました。

			

		

		
			
				最さいちょう澄さまの根こんぽんしそう本思想は「人ひとは誰だれでも成じょうぶつ仏できる」、最もっとも大たいせつ切にしたお経きょうは「法ほけきょう華経」、ご本ほんぞん尊はおシャカさまです。（釈しゃかむにぶつ迦牟尼仏）

				平へいあんじだい安時代の仏ぶっきょう教は密みっきょう教が尊とうとばれました。最さいちょう澄さまは822年ねん57歳さいで亡なくなられました。
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				真しんごんしゅうかいそ言宗開祖の空くうかい海さまほど謎なぞに満みちた聖せいじん人はおられません。

				774年ねん香かがわけん川県のお生うまれで、30歳さいの時とき、遣けんとうせん唐船で中ちゅうごく国唐とうに渡わたりました。同おなじ一いっこう行に最さいちょう澄さまも乗じょうせん船しておられたはずですが、最さいちょう澄さまは国こくひりゅうがく費留学、空くうかい海さまは私しひ費での渡とこう航でした。

				長ちょうあん安で名めいそう僧・恵けいか果から密みっきょう教の奥おうぎ義を伝でんじゅ授され、インド伝でんらい来の密みっきょう教の正せいとう当な伝でんしょうしゃ承者として真しんごんしゅう言宗を開ひらきました。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				空くうかい海さまと真しんごんしゅう言宗

			

		

		
			
				第27話

			

		

		
			
				弘こうぼうだいし法大師

			

		

		
			
				嵯さがてんのう峨天皇の庇ひご護のもと、高こうやさん野山に金こんごうぶじ剛峯寺を建たて、密みっきょう教の道どうじょう場としました。

				土どぼくこうじ木工事にも精せいつう通し、日にほんいち本一大おおきいため池いけ「満まんのういけ濃池」をたった3ヶかげつ月で完かんせい成させ、民みんかん間のための学がっこう校（綜しゅげいしゅちいん芸種智院）を作つくったり、医いがく学や民たみの暮くらしに役やくだ立つことをたくさん残のこしました。
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				あちらこちらに空くうかい海さまの足そくせき跡があり、空そらを飛とんで移いどう動したり。神しんぶつ仏の法ほうりょく力を以もって病びょうにん人を治なおしたり、不ふしぎ思議なお話はなしがいっぱいあります。

				空くうかい海さまは835年ねん61歳さいで入にゅうじょう定されますが、今いまも弟でしたち子達は食しょくじ事をお届とどけしています。

				四しこく国88ヶ寺てらのお遍へんろ路さんは「同どうぎょうににん行二人」。常つねに空くうかい海さま（弘こうぼうだいし法大師さま）と一いっしょ緒に歩あるいています。

				お経きょうは「大だいにちきょう日経」と「金こんごうちょうぎょう剛頂経」を二にだいきょうてん大教典とし、身しんみつ密（手てで印いんを結むすぶ）、口くみつ密（口くちで真しんごん言を唱となえる）、意いみつ密（大だいにちにょらい日如来に思おもいを凝こらす）の3密みつによって大だいにちにょらい日如来に到とうたつ達し「即そくしんじょうぶつ身成仏」できると信しんじられています。
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				空くうかい海さまの教おしえは「人ひとは皆みな大だいにちにょらい日如来の子こである」悟さとった時ときが仏ほとけになれる「即そくしんじょうぶつ身成仏」の教おしえです。

			

		

		
			
				又また、漢かんし詩や書しょどう道の大たいか家としても有ゆうめい名で「弘こうぼう法も筆ふでの誤あやまり」（名めいじん人でも失しっぱい敗することもある）とい言ことば葉も生うまれました。
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				『如にょらい来さま』 とは・・・

				サンスクリット語ごの「タターガタ」の意いやく訳で、「そのように来こられた方かた」「悟さとられた方かた」という意いみ味で、おシャカさまへの尊そんしょう称＝（同おなじ意いみ味）と解かいしゃく釈されています。大だいにちにょらい日如来も阿あみだにょらい弥陀如来も薬やくしにょらい師如来も、総すべておシャカさまへの尊そんしょう称と思おもいます。
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				如にょらい来さま菩ぼさつ薩さま

			

		

		
			
				第28話

			

		

		
			
				仏ぶつ　像ぞう
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				『菩ぼさつ薩さま』 とは・・・ 未みかんせい完成の仏ほとけさま、如にょらい来の一いっぽてまえ歩手前の仏ほとけさま。

			

		

		
			
				『仏ほとけさま』のことを漢かんじ字では「仏ぶっだ陀」と書かきます。

				インドのサンスクリット語ごではブッダーです。ブッダーの意いみ味は「総すべてを悟さとった方かた」という意いみ味です。大だいうちゅう宇宙の真しんり理や法ほうそく則、生せいと死し、輪りんね廻や解げだつ脱、総すべてを悟さとったのはおシャカさまだけという説せつと、何なんにん人かのブッダーはおられたという説せつがあります。

			

		

		
			
				地じぞうぼさつ蔵菩薩

				釈しゃか迦が亡なくなった後あと、弥みろくぼさつ勒菩薩が現あらわれるまでの間あいだ、地じぞうぼさつ蔵菩薩が全すべての生いき物ものを救すくうとされています。日にほん本では、平へいあんじだいごろ安時代頃から信しんこう仰の対たいしょう象になりました。

			

		

		
			
				観かんのんぼさつ音菩薩

				大だいじょうぶっきょう乗仏教において特とくに崇すうはい拝されている菩ぼさつ薩の名な。世せけん間の人々の救すくいを求もとめる声こえを聞きくとただちに救きゅうさい済する求きゅうどうしゃ道者の意い。救すくう相あいて手の姿すがたに応おうじて千せんぺんばんか変万化の相そうとなるという。
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				『明みょうおう王さま』 とは・・・

				大だいにちにょらい日如来の命めいれい令で、仏ぶっきょう教に敵てきたい対する者ものをやっつける仏ほとけさま。
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				明みょうおう王さまと天てん

			

		

		
			
				第29話

			

		

		
			
				仏ぶつ　像ぞう
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				『天てん』 とは・・・

				もともとインドのヒンズー教きょうの神かみさまが仏ぶっきょう教の信しんじゃ者になって、仏ぶっきょう教を守まもる神かみとなった仏ほとけさま。

			

		

		
			
				大だいこくてん黒天

				日にほん本においては、大だいこく黒の「だいこく」が大たいこく国に通つうじるため、古ふるくから神しんどう道の神かみである大おおくにぬし国主と混こんどう同され、習合して、当とうしょ初は破はかい壊と豊穣の神かみとして信しんこう仰される。 後あとに豊穣の面めんが残のこり、七しちふくじん福神の一柱の大だいこくさま黒様として知しられる食しょくもつ物・財福を司つかさどる神かみとなった。

			

		

		
			
				毘びしゃもんてん沙門天

				仏ぶっきょう教の守しゅごしん護神。四してんのう天王の一いっしん神で、北ほっぽう方の世せかい界を守しゅご護する。一いっぱん般に右みぎて手に宝ほうぼう棒、左ひだりて手に宝ほうとう塔をもつ姿すがたであらわされ、七しちふくじん福神のひとつとなる。多たもんてん 聞天ともいう。

			

		

		
			
				歓かんきてん喜天

				頭あたまは象ぞう、身からだ体は人にんげん間の姿すがたをした仏ぶっぽうしゅごしん法守護神。もとインド神しんわ話の魔まおう王で、のち仏ぶっきょう教にとり入いれられたもの。単たんしんぞう身像と双そうしんぞう身像とあり、双そうしんぞう身像は、男おがみ神と女めがみ神とが抱ほうよう擁する姿すがたをとることが多おおい。夫ふうふわごう婦和合・子こだから宝の神として信しんこう仰される。
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				桓かんむてんのう武天皇が京きょうと都に都みやこを移うつしたのが794年ねん。それから約やく400年ねんを平へいあんじだい安時代と呼よびます。

				藤ふじわらし原氏を中ちゅうしん心とする貴きぞく族が栄さかえ、仏ぶっきょう教は比ひえいざん叡山や高こうやさん野山の密みっきょう教が重おもんじられ、祈きとう祷によって天てんこう候や疫えきびょうたいさん病退散、護ごこくきがん国祈願をしました。（桓かんむてんのう武天皇は自じぶん分の妻つまや息むすこ子を自じがい害させておびえていた）

			

		

		
			
				陰おんみょうじ陽師が呪じゅじゅつ術とまじないや占うらないで貴きぞく族に重おもんじられました。陰おんみょうじ陽師は安あべけ倍家と加かもけ茂家で中ちゅうごく国から伝つたわった方ほうい位や占せんせいじゅつ星術や呪じゅじゅつ術によって吉きっきょう凶を占うらなっていました。

				貴きぞく族にとって一いちばん番恐おそれたのは死ししゃ者のたたりです。平へいき気で政せいてき敵を殺ころしたり、追ついほう放したりした貴きぞくたち族達は、何なによりも「たたり」を恐おそれました。その「たたり」を鎮しずめるために神じんじゃ社を建たて、難なんを逃のがれようとしました。
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				たたりと怨おんりょう霊を恐おそれた平へいあんきぞく安貴族

			

		

		
			
				第30話

			

		

		
			
				陰おんみょうじ陽師 安あべのせいめい倍晴明
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				400年ねんかん間の平へいあんじだい安時代は、「貴きぞくごくらく族極楽、民たみじごく地獄」でした。加かじきとう持祈祷さえ貴きぞく族のもので、民たみにとって神しんぶつ仏すらすがることが出でき来ない時じだい代でした。

			

		

		
			
				優ゆうが雅な貴きぞく族の暮くらしに比くらべ、民たみの暮くらしはひどいものでした。牛うしや馬うまのように田たんぼの中なかを這はいまわり、働はたらいてもほとんどの収しゅうかく穫を「税ぜい」で持もっていかれてしまいます。天てんこうふじゅん候不順な年としや病びょうがいちゅう害虫で農のうさくもつ作物が被ひがい害にあっても税ぜいの取とりたて立は厳きびしく、農のうち地を捨すてて逃にげる者ものもたくさんあり、餓がし死する人ひとも多おおくあり、病びょうき気をしても薬くすりすらありませんでした。

			

		

		
			
				（無むねん念の死しをとげた道みちざねこう真公）

			

		

		
			
				京きょうとふうじし都府宇治市にある天てんだいしゅう台宗・浄じょうどしゅうけい土宗系の単たんりつじいん立寺院。山さんごう号は朝あさひやま日山。藤ふじわらのみちなが原道長の別べっそう荘であったものを永えいしょう承7年ねん（1052）道みちなが長の子こ 頼よりみち通が寺てらに改あらためました。
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				平へいあんじだい安時代は、天てんだいしゅう台宗や真しんごんしゅう言宗の僧そうは、国こっか家や貴きぞく族のために祈きとう祷や加かじ持を行おこなっていましたが、民みんしゅう衆は神しんぶつ仏にすらすがることが出でき来ませんでした。938年ねん、京きょうと都六ろくはらみつじ波羅密寺の僧そう「空くうや也」さまが民みんしゅう衆のための仏ぶっきょう教「浄じょうどきょう土教」をひろめるために全ぜんこくあんぎゃ国行脚の旅たびに出でます。

				空くうや也さまの「浄じょうどきょう土教」は阿あみだぶつ弥陀仏を信しんじ、念ねんぶつ仏を唱となえれば浄じょうど土（極ごくらく楽）に往おうじょう生できるというわかり易やすい教おしえでした。空くうや也さまが念ねんぶつ仏を唱となえると口くちから観かんのんぼさつ音菩薩さまがあらわれたと伝つたえられています。

			

		

		
			
				空くうや也さまから50年ねんご後（985年ねん）天てんだいしゅう台宗の僧そう、源げんしん信さまが「往おうじょうようしゅう生要集」をあらわしました。いろいろな経きょうてん典の中なかから地じごく獄と極ごくらく楽の様ようす子をあらわし、極ごくらく楽に往おうじょう生（生うまれ変かわる）するには、念ねんぶつ仏を唱となえなさいという教おしえです。
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				空くうや也さまと源げんしん信さま

			

		

		
			
				第31話

			

		

		
			
				地じごく獄のイメージをつくってしまった「往おうじょうようしゅう生要集」
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				死しんだら極ごくらく楽か地じごく獄か動どうぶつ物に生うまれ変かわるかの裁さばきがあって、それを決きめるのがエンマ大だいおう王。六ろくどう道の分わかれ道みちで救すくって下くださるのが地じぞうぼさつ蔵菩薩さま。こんな地じごく獄のイメージを植うえ付つけたのが往おうじょうようしゅう生要集です。
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				人ひとは死しぬとエンマ大だいおう王の裁さばきによって六ろくどう道に分わけられ、

				● 一いちばんうえ番上の道みちが極ごくらく楽（仏ほとけさまの世せかい界が浄じょうど土）● 二にばんめ番目が人にんげんかい間界

				● 三さんばんめ番目が修しゅらどう羅道　● 四よんばんめ番目が畜ちくしょうどう生道　● 五ごばんめ番目が餓がきどう鬼道

				● 六ろくばんめ番目が地じごくどう獄道　で、悪わるい事ことをすると地じごく獄へ落おちる

				と教おしえられました。

			

		

		
			
				往おうじょうようしゅう生要集

			

		

		
			
				六ろくどう道の入いりぐち口で六ろくじぞう地蔵が助たすけてくださる
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				平へいあんじだい安時代末まっき期から鎌かまくらじだい倉時代にかけて、天てんぺんちい変地異や戦せんらん乱で民みんしゅう衆の生せいかつ活は「生いきるのがやっと」の時じだい代でした。救すくいを求もとめる民みんしゅう衆は、せめて「来らいせ世への希きぼう望」（極ごくらくおうじょう楽往生）を願ねがいました。

			

		

		
			
				比ひえいざん叡山の僧そうであった法ほうねん然さま（1133年ねんう生まれ）は、中ちゅうごくじょうどきょう国浄土教の大たいせいしゃ成者、善ぜんどうたいし導大師さまの書しょにふれ、43歳さいで京きょうと都東ひがしやま山吉よしみず水で日にほん本の浄じょうどしゅう土宗を開かいしゅう宗しました。

				「『南なむあみだぶつ無阿弥陀仏』と一いっしん心に唱となえれば、必かならずおシャカさま（阿あみだにょらい弥陀如来）は極ごくらくじょうど楽浄土に連つれて行いって下くださる」と民みんしゅう衆に説ときました。

				この人にんき気に比ひえいざん叡山や興こうふくじ福寺の僧そうが反はんぱつ発し、朝ちょうてい廷を動うごかし、法ほうねん然さまは四しこく国に流るざい罪となり、赦ゆるされて後のち80歳さいで京きょうと都で亡なくなられました。
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				法ほうねん然さま（浄じょうどしゅう土宗）、親しんらん鸞さま（浄じょうどしんしゅう土真宗）

			

		

		
			
				第32話

			

		

		
			
				念ねんぶつしゅう仏宗
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				一いっぽう方親しんらん鸞さま（1173年ねんう生まれで法ほうねん然さまより40歳さい年としした下）は、比ひえいざん叡山で9歳さいから29歳さいまで20年ねんかん間修しゅぎょう行しましたが、絶ぜつぼう望して下げざん山、京きょうと都六ろっかくどう角堂で100日にちかん間こもりました。

			

		

		
			
				95日にちめ目、夢ゆめの中なかに聖しょうとくたいし徳太子さま（救ぐぜかんのん世観音）があらわれ「法ほうねん然さまを訪たずねよ」とのお告つげをうけます。法ほうねん然さまから学まなんだ親しんらん鸞さまは、熱ねっしん心な信しんと徒となりました。

				「念ねんぶつ仏」に対たいする罪つみで越えちご後（新にいがたけん潟県）に流るざい罪となり、その地ちで結けっこん婚しました。「僧そうにあらず俗ぞくにあらず」の境きょうち地を開ひらきました。赦ゆるされても京きょうと都には戻もどらず、常ひたち陸（茨いばらきけん城県）で20年ねんかん間布ふきょうかつどう教活動をしました。51歳さい（1244年ねん）「教きょうぎょうしんしょう行信証」を執しっぴつ筆しました。（この年としを浄じょうどしんしゅう土真宗開かいしゅう宗の年としといわれています）63歳さいで京きょうと都に戻もどりました。

				「我われ 弟でし子一ひとり人も持もたず」「愚ぐとく禿（おろかなハゲ）」「法ほうねん然さまにだまされるならそれも良よし」と逸いつわ話がたくさんあります。

				妻つま・恵えしんに心尼との離りべつ別や、長ちょうなん男（善ぜんらん鸞）のことでも悩なやみながらも数かずかず々の書しょをあらわし、90歳さいで亡なくなられました。

				宗しゅうは派が盛せいだい大になったのは、8代だい蓮れんにょ如さまの功こうせき績によるものです。
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				栄えいさい西さまは二にど度中ちゅうごく国宋そうに渡わたり、中ちゅうごく国臨りんざいしゅう済宗の虚きあんえじょう庵懐敞さまから印いんか可をうけ、帰きこくご国後九きゅうしゅう州で布ふきょうかつどう教活動を始はじめました。天てんだいしゅう台宗比ひえいざん叡山の反はんぱつ発にあい迫はくがい害されましたが、幕ばくふ府（源みなもとのよりいえ頼家）の庇ひご護をうけて鎌かまくら倉と京きょうと都（建けんにんじ仁寺）を中ちゅうしん心に全ぜんこく国に禅ぜんしゅう宗は広ひろまりました。

			

		

		
			
				インドの高こうそう僧ダルマ（達だるまたいし磨大師さま）の教おしえ（禅ぜんしゅう宗）が中ちゅうごく国から日にほん本に伝つたえられ、その教おしえを広ひろめたのは栄えいさい西さま（1141年ねん生うまれ～1215年ねんぼつ没・75歳さい）です。
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				栄えいさい西さま（臨りんざいしゅう済宗）と道どうげん元さま（曹そうとうしゅう洞宗）

			

		

		
			
				第33話

			

		

		
			
				禅ぜん　宗しゅう
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				栄えいさい西さまより59年ねんご後にお生うまれになった道どうげん元さま（1200年ねん～1253年ねん・54歳さいぼつ没）は、13歳さいで比ひえいざん叡山で出しゅっけ家、24歳さいで宋そうに渡わたり、臨りんざいしゅう済宗で学まなび、さらに杭こうしゅう州の径きんざん山、台だいしゅう州の万まんねんじ年寺などを遍へんれき歴し、身しんじんだつらく心脱落の境きょうち地を得えて嗣ししょ 書をさずかり5年ねんご後帰きこく国、自じぶん分こそがおシャカさまの正ただしい教おしえ（釈しょくそんせいでん尊正伝の仏ぶっぽう法）と宣せんげん言し、日にほん本の曹そうとうしゅう洞宗として独どくりつ立しました。

				比ひえいざん叡山の迫はくがい害を逃のがれ、越えちぜん前（福ふくいけん井県）の山さんちゅう中に永えいへいじ平寺を建こんりゅう立（1244年）され曹そうとうしゅう洞宗を広ひろめました。

			

		

		
			
				曹そうとうしゅう洞宗では4代だいめ目「螢けいざん山さま」を両りょうそ祖として仰あおいでいます。

				螢けいざん山さま（1268年ねん越えちぜん前生うまれ1325年ねんぼつ没・58歳さい）は、道どうげんぜん元禅に密みっきょう教を加くわえて大たいしゅうか衆化をはかり、土どぼくこうじ木工事・架かきょう橋・温おんせん泉や井いどほ戸掘り・医いりょう療などで民みんしゅう衆の共きょうかん感を得えました。葬そうしき式なども積せっきょくてき極的に行おこない、曹そうとうしゅう洞宗を広ひろめました。
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				日にちれん蓮さま（1222年ねん-1282年ねんぼつ没・61歳さい）は、鎌かまくらじだい倉時代の熱ねっしん心な求きゅうどうしゃ道者で、天てんだいしゅう台宗清せいちょうじ澄寺に入にゅうもんご門後、比ひえいざん叡山や高こうやさん野山などで10年ねん以いじょう上修しゅぎょう行し、『法ほけきょう華経』こそ末まっぽう法の世よを救すくうただ一ひとつの経きょうてん典と決きめ、他たしゅう宗と対たいりつ立します。

				自じしゅういがい宗以外を受うけ付つけず、幕ばくふ府や他たしゅう宗に書しょじょう状を送おくり公こうばとうろん場討論を求もとめました。

			

		

		
			
				大だいまんだらほんぞん曼荼羅本尊

				日にちれん蓮の会えとく得した法ほけきょう華経の世せかいかん界観を文もじ字で表あらわしたもので、日にちれんしゅう蓮宗の本ほんぞん尊とされている。日にちれん蓮は「南なむみょうほうれんげきょう無妙法蓮華経」の題だいもく目を信しんじることが、乱らんせ世を救すくう唯ゆいいつ一の方ほうほう法と説といた。
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				仏ぶっぽうこっか法国家を目めざ指した日にちれん蓮さま

			

		

		
			
				第34話

			

		

		
			
				日にちれんしゅう蓮宗（鎌かまくらじだい倉時代）
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				幕ばくふ府にとって危きけんじんぶつ険人物とみなされた日にちれん蓮さまは、伊いず豆の伊いとう東に流るけい刑になったり、佐さどがしま渡ヶ島に流るけい刑になったり、念ねんぶつしんと仏信徒に命いのちを狙ねらわれたりと何なんど度も危きけん険にさらされます。

				念ねんぶつ仏（浄じょうどしゅう土宗）は無むげんじごくゆき限地獄行、禅ぜんは天てんま魔、真しんごんしゅう言宗は亡ぼうこく国、律りっしゅう宗は国こくぞく賊であると挑ちょうはつ発し、わざとケンカをふきかけました。その頃ころたびたび地じしん震が起おこり、蒙もうこ古の来らいしゅう襲があり、民みんしゅう衆の不ふあん安と不ふまん満がつのっていました。

				幕ばくふ府や他たしゅう宗の弱じゃくてん点をつく日にちれん蓮さまのやり方かたを大たいしゅう衆は味みかた方し、宗しゅうは派は盛もり上あがって行いきました。日にちれん蓮さまは現げんぜりやく世利益を唱となえ、浄じょうどしゅう土宗の来らいせしんこう世信仰を否ひてい定し、仏ぶっぽうこっか法国家を目めざ指しましたが、成せいこう功はしませんでした。

			

		

		
			
				「捨すてひじり聖」と呼よばれ、一いっさい切の執しゅうちゃくしん着心を捨すて、ひたすら念ねんぶつ仏を唱となえることを教おしえました。

				寺てらも持もたず、鉦かねをたたきながら踊おどって念ねんぶつ仏を唱となえたので、踊おどりねんぶつ念仏とも呼よばれます。

				極ごくらくじょうど楽浄土へのお守まもりとして「念ねんぶつふだ仏札」を配くばりました。

				無むしん心に「ナムアミダブツ」と唱となえれば救すくわれると説とき、民みんしゅう衆から熱ねっきょうてき狂的に支しじ持されました。

			

		

		
			
				時じしゅうかいそ宗開祖  一いっぺんしょうにん遍上人（1239〜1289・50歳さいぼつ没）
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				武ぶけ家（源みなもとのよりとも頼朝）が鎌かまくら倉で幕ばくふ府を開ひらいた（1192年ねん）が安あんてい定しませんでした。

				40年ねんご後、天てんのうけ皇家（後ごだいご醍醐）が建けんむ武の中ちゅうこう興を行おこなったりして、国くには乱みだれていきました。

				1338年ねん、足あしかが たかうじ利尊氏が将しょうぐん軍となり京きょうと都に室むろまちばくふ町幕府を開ひらき、時じだい代は鎌かまくら倉から京きょうと都に移うつりますが、民みんしゅう衆の暮くらしは良よくなりませんでした。

				室むろまちじだい町時代は、3代だい義よしみつ満の時じだい代を最さいせいき盛期に8代だい義よしまさ政の時じだい代から乱みだれ、応おうにん仁の乱らん（1467年ねん）で京きょうと都は焼やけ野のはら原となります。

				各かくち地で守しゅご護が力ちからをつけ、農のうみん民も一いっき揆を起おこすようになります。

			

		

		
			
				金きんかくじ閣寺

				京きょうとしきたく都市北区にある鹿ろくおんじ苑寺の通つうしょう称。足あしかがよしみつ利義満の別べっそうきたやまでん荘北山殿を、義よしみつ満の死しご後、遺ゆいごん言により禅ぜんでら寺としたもの。応おうえい永4年ねん（1397）3層そうの舎しゃりでん利殿を建こんりゅう立し、内ないがい外に金きんぱく箔を押おしたところから、金きんかく閣とよばれた。
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				室むろまちじだい町時代の一いっきゅう休さま

			

		

		
			
				第35話

			

		

		
			
				乱らん　世せ

			

		

		
			
				80
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				一いっこうしゅう向宗（浄じょうどしんしゅう土真宗）が一いっき揆で加かが賀の国くにを奪うばい、約やく100年ねんかん間支しはい配します。日にちれんしゅう蓮宗が本ほんのうじ能寺と争あらそい、延えんりゃくじ暦寺の僧そうへい兵が日にちれんしゅう蓮宗をやぶる争あらそいが続つづきます。戦せんらん乱は民みんしゅう衆にとって「災わざわい」以いじょう上の苦くるしみでした。乱らんせ世は乱らんせ世を呼よび、各かくち地の武ぶしょう将が己おのれの欲よくぼう望のため「大たいぎめいぶん義名分」をつけて弱よわい者ものの領りょうち地に攻せめ込こみ奪うばい取とっていました。

			

		

		
			
				漫まんが画やテレビアニメで有ゆうめい名なとんちの一いっきゅう休さん（一いっきゅうそうじゅん休宗純：1394～1481年ねんぼつ没・87歳さい）は室むろまちじだい町時代を代だいひょう表する高こうそう僧でした。

				後ごこまつてんのう小松天皇の子ことして生うまれ（と伝つたえられている）禅ぜんしゅう宗で修しゅぎょう行し、高こうそう僧となっても寺てらには戻もどらず、いつも民みんしゅう衆の中なかにありました。

				「門かどまつ松は冥めいど土の旅たびの一いちりづか里塚、めでたくもありめでたくもなし」と、正しょうがつ月にドクロ（頭ずがいこつ蓋骨）を棒ぼうにさして歩あるいたり、奇きこう行の中なかに仏ぶっきょう教の形けいしきか式化や権けんいか威化を戒いましめました。

				「この世よからあの世よへ帰かえる一ひとやす休み、雨あめが降ふろうと風かぜが吹ふこうと気きにしない」一いっきゅう休さんらしい言ことば葉です。
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				信のぶなが長・秀ひでよし吉とキリスト教きょう

			

		

		
			
				第36話

			

		

		
			
				比ひえいざん叡山焼やき討うち、バテレン禁きんし止

			

		

		
			
				室むろまちばくふ町幕府の乱らんせ世を統とういつ一したのが織おだのぶなが田信長と豊とよとみひでよし臣秀吉（1534年ねん～1598年ねん）でした。信のぶなが長は一いっさい切の権けんい威を否ひてい定し、神しんぶつ仏も認みとめず「天てんかふぶ下布武」を旗はたじるし印に武ぶりょく力で統とういつ一を目めざ指しました。

				それに反はんこう抗した本ほんのうじ能寺門もんと徒と戦たたかい、比ひえいざん叡山の焼やき打うちを命めいじました。

			

		

		
			
				その頃ころ世せかい界は植しょくみんち民地時じだい代で、特とくにスペインは各かっこく国に宣せんきょうし教師を派はけん遣し、キリスト教きょうを前ぜんめん面に出だして裏うらでその国くにを植しょくみんちか民地化して奪うばい取とっていました。

				信のぶなが長は宣せんきょうし教師から外がいこくぶんか国文化を導どうにゅう入するためにキリスト教きょうを許ゆるしましたが、秀ひでよし吉はキリスト教きょうせん宣教きょうし師の裏うらめん面に気きづき「バテレン禁きんしれい止令」を出だしました。

				スペインは日にほん本を植しょくみんち民地にしてから中ちゅうごく国を植しょくみんち民地にする計けいかく画でした（歴れきししりょう史資料によって近きんねん年明あきらかになりました）。
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				戦せんらん乱の世よは秀ひでよし吉の時じだい代で終おわりますが、天てんか下は江えど戸（東とうきょう京）の徳とくがわいえやす川家康（1543～1616年ねん）の時じだい代へと移うつっていきました。

				天てんかわ下分け目めの関せきがはらヶ原の合かっせん戦（1600年ねん）に勝しょうり利し、大おおさかなつ坂夏の陣じんで豊とよとみけ臣家を滅めつぼう亡させた家いえやす康は、「たぬきおやじ」と悪わるぐち口を言いわれながらも天てんか下をまとめる名めいじん人でした。

				1603年ねん江えど戸、徳とくがわばくふ川幕府が誕たんじょう生し天てんかたいへい下泰平の時じだい代を迎むかえました。

			

		

		
			
			

		

		
			
				「平へいけものがたり家物語」の序じょ

				祇ぎおんしょうじゃ園精舍の鐘かねの声こえ、

				諸しょぎょうむじょう行無常の響ひびきあり。

				娑しゃらそうじゅ羅双樹の花はなの色いろ、

				盛じょうしゃひっすい者必衰の理ことわりをあらはす。

				奢おごれる者ものも久ひさしからず、

				ただ春はるの夜よの夢ゆめのごとし。

				猛たけき人ひともつひにはほろびぬ、

				ひとへに風かぜの前まえの塵ちりに同おなじ。

			

		

		
			
				もし秀ひでよし吉がスペインの戦せんりゃく略に気きづかなかったら、日にほん本は南なんべい米の国くに（インカ帝ていこく国）と同おなじじ運うんめい命をたどっていたでしょう。宣せんきょうし教師を植しょくみんち民地支しはい配の道どうぐ具として使つかい、やがて日にほんじん本人を中ちゅうごくせん国戦の道どうぐ具とする計けいかく画でした。秀ひでよし吉は本ほんのうてき能的にそれを感かんじたのでしょう。
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				天てんか下をまとめる名めいじん人の徳とくがわいえやす川家康のとった「幕ばくはんたいせい藩体制」（幕ばくふ府と諸しょはん藩で支しはい配する体たいせい制）や、士し・農のう・工こう・商しょうの身みぶんせいど分制度など厳きびしい制せいど度が平へいわ和をもたらし、農のうみん民も町ちょうみん民も栄さかえました。

				1613年ねん「キリスト教きょう禁きんしれい止令」を出だし、1615年ねん「諸しょしゅうじいんはっと宗寺院法度」という寺じいん院の法ほうりつ律を作つくりました。

				全ぜんこく国の寺じいん院は各かくしゅうは宗派の「本ほんざん山」と認みとめられた寺じいん院の下かいん院となり、本ほんざん山の支しはいか配下におかれ、全すべての人ひとびと々はどこかの寺てらの「檀だんか家」とされました。

				「宗しゅうもん門あらため帳ちょう」が戸こせき籍の役やくめ目をはたし、各かく寺てらでら々は「檀だんか家」の戸こせきがかり籍係と治ちあんがかり安係の役やくめ目を負おわされるようになりました。
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				仏ぶっきょう教を国こっきょう教にした徳とくがわばくふ川幕府

			

		

		
			
				第37話

			

		

		
			
				平へいわ和な時じだい代（265年ねんかん間）江えどじだい戸時代

			

		

		
			
				84

			

		

	
		
			
				家いえやす康は「仏ぶっきょう教を大たいせつ切にする」というより、治ちあんいじ安維持のための寺じいん院を守まもり、民みんしゅう衆の信しんこうしん仰心を活かつよう用する方ほうほう法をとったのです。

				織おだのぶなが田信長が焼やきはらった天てんだいしゅう台宗比ひえいざん叡山延えんりゃくじ暦寺を天てんかいおしょう海和尚に復ふっきゅう旧させたり、上うえの野に天てんだいしゅう台宗寛かんえいじ永寺を建こんりゅう立したりしました。キリスト教きょうは禁きんしだんあつ止弾圧しましたが、神しんぶつ仏を信しんこう仰させて国くにをまとめ、寺じしゃぶぎょう社奉行に寺じいん院を取とり締しまらせました。寺じいん院は「檀だんか家」よりの収しゅうにゅう入（お布ふせ施や葬そうぎ儀）で生せいかつ活が安あんてい定し、幕ばくふ府の出でさききかん先機関としての役やくめ目を果はたすようになりました。

			

		

		
			
				寺てらは幕ばくふ府の出でさききかん先機関（治ちあんがかり安係・戸こせきがかり籍係）
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				全ぜんこくみん国民どこかの寺てらの

				「檀だんか家」となる

			

		

		
			
				85

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			
				1603年ねんから1868年ねんまでの265年ねんかん間を江えどじだい戸時代又または徳とくがわじだい川時代と言いいます。

				税ぜいの取とり立たても厳きびしく、天てんぺんちい変地異や飢ききん饉もたびたびありましたが、戦せんそう争の無ない平へいわ和な時じだい代でした。中ちゅうごく国から来こられ日にほんおうばくしゅう本黄檗宗を開ひらかれた僧そう、隠いんげん元さまは禅ぜんと念ねんぶつ仏を結けつごう合させた教きょうえで「仏ほとけさまは自じぶん分の心こころの中なかにある」と説ときました。

				中ちゅうごく国の優すぐれた文ぶんか化を伝つたえました。インゲン豆まめも隠いんげん元さまの名なまえ前から来きています。

				日にほんりんざいしゅう本臨済宗の中ちゅうこう興の祖そと言いわれる白はくいん隠さま（1685～1768年ねんぼつ没・83歳さい）の教きょうえは、非ひじょう常にわかり易やすいものでした。『白はくいんぜんじざぜんわさん隠禅師坐禅和讃』は有ゆうめい名で

				“衆しゅじょう生（人にんげん間）本ほんらい来仏ほとけなり　水みずと氷こおりのごとくにて　水みずを離はなれて氷こおりなく衆しゅじょう生の外ほかに仏ほとけなし……”と書かき出だし、仏ぶっきょう教を身みぢか近なものとして説ときました。

			

		

		
			
				もとは人にんげん間の子こをさらっては食くう鬼おにでした。仏ほとけさまが鬼きしぼ子母の子こを隠かくし改かいしん心させました。改かいしん心した鬼きしぼ子母は「子こを守まもる神かみ」となりました。右みぎて手に持もつ「ざくろ」は人ひとの子この肉にくの味あじの象しょうちょう徴。種たねが多おおいので子こだから宝の象しょうちょう徴ともなりました。

			

		

		
			
				鬼きしぼしん子母神（ヒンズー教きょうの神しんわ話）
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					江えどじだい戸時代の名めいそう僧と民みんかんしんこう間信仰

				

			

			
				
					第38話

				

			

			
				
					隠いんげん元さま・白はくいん隠さま・良りょうかん寛さま
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				学がくもん問も無なく難むずかしいことはわからなくても、手てを合あわせ神しんぶつ仏をおがむ姿すがたはどの宗しゅうは派も同おなじです。特とくに仏ぶっきょう教と日にほん本の神かみさまとは仲なかが良よく、神じんじゃ社の中なかにお寺てらがあったり、徳とくがわいえやす川家康のように日にっこうとうしょうぐう光東照宮大だいごんげん権現として祀まつられたり、神しんぶつこんこう仏混淆が当あたり前まえでした。犯はんざい罪も少すくなく、殺さつじんじけん人事件や強ごうとうじけん盗事件はほとんどありませんでした。民みんしゅう衆は純じゅんしん真で信しんじんぶか心深かった時じだい代です。

			

		

		
			
				道どうそじん祖神

				猿さるたひこのかみ田彦神と天あめのうずめのみこと宇受売命をまつる。

				良りょうえん縁和わごう合を祈いのる。
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				良りょうかん寛さまも民みんしゅう衆から慕したわれました。新にいがたけん潟県の田いなか舎で子こどもたち供達と“まりつき”をされる姿すがたがよく本ほんで見みますが、仏ぶっきょう教や僧そうのあり方かたについて人ひとびと々に影えいきょう響を与あたえました。
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				七しちふくじん福神

			

		

		
			
				○インド出しゅっしん身 … 3神しん

				 ・大だいこくてん黒天・毘びしゃもんてん沙門天・弁べんざいてん財天

				○中ちゅうごくしゅっしん国出身 … 3神しん

				 ・福ふくろくじゅ禄寿・布ほてい袋・寿じゅろうじん老人

				○日にほんしゅっしん本出身 … 1神しん

				 ・恵えびす比寿

			

		

		
			
				神しんじゅう獣や龍りゅうも信しんこう仰の対たいしょう照になりました。もともとインドのヒンズー教きょう（バラモン教きょう）の神かみがみ々で、仏ほとけさまの守しゅごしん護神でした。仏ほとけさまより「明みょうおう王」や「天てん」の方ほうがわかり易やさしく民みんしゅう衆にとけ込こんでいきました。
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				七しちふくじん福神信しんこう仰とお稲いなり荷さま信しんこう仰

			

		

		
			
				第39話
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				お稲いなり荷さま（稲いねの豊ほうさく作をつかさどる神かみ）より、そのお使つかいのキツネさまが信しんこう仰されました。

			

		

		
			
				学がくもん問の無ない民みんしゅう衆にとって、難むずかしい学がくもん問や理りくつ屈より、拝おがめばご利りやく益のある神かみさまの方ほうがよっぽど「ありがたい」ものです。

				日にほん本の神かみさまは「無むけい形」です。鳥とりい居や神じんじゃ社や神しんでん殿はあっても「御ごしんたい神体」は見みえません。形かたちのある方ほうが拝おがみやすいので、民みんしゅう衆は形かたちを求もとめました。そこに登とうじょう場したのが七しちふくじん福神やお稲いなり荷さまです。
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				お稲いなり荷さまの神かみ・宇うかのみたまのかみ迦之御魂神

				スサノオの娘むすめ。稲いね＝農のうぎょう業の神かみ・商しょうぎょう業の神かみ。

				伏ふしみいなり見稲荷、豊とよかわいなり川稲荷など3万まんしゃ社。
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				1868年ねん、265年ねん続つづいた徳とくがわばくふ川幕府が倒たおれ、明めいじしんせいふ治新政府が誕たんじょう生しました。長ながい鎖さこく国の影えいきょう響で、日にほん本は国こくさいしゃかい際社会から遅おくれていました。

				天てんのう皇を中ちゅうしん心とする国こっか家を目めざ指し、富ふこくきょうへい国強兵への道みちを進すすむ上うえで、天てんのう皇を柱はしらとする神じんじゃ社を保ほご護し仏ぶっきょう教を廃はいする命めいれい令を下くだしました。（1870年ねん）このことを「廃はいぶつきしゃく仏毀釈」（仏ぶっきょう教をやめて釈しゃか迦を捨すてる）と言いいます。（大たいきょうせんぷ教宣布の詔しょうちょく勅）

				天てんのう皇を日にほん本の神じんじゃ社の「長おさ」とし、総すべての国こくみん民は神しんどう道の信しんと徒となり、神しんかん官や神かんぬし主は天てんのう皇を崇あがめたてまつりました。

				各かくち地の各かく寺てらでら々で檀だんか家をまとめ、戸こせきがかり籍係をしていた役やくわり割は役やくば場でするようになり、檀だんかせい家制も強きょうせい制ではなくなりました。

			

		

		
			
				現あらひとがみ人神
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				「明めいじしんせいふ治新政府と廃はいぶつきしゃく仏毀釈」

			

		

		
			
				第40話

			

		

		
			
				仏ぶっきょう教を廃はいし神しんどうこっか道国家に
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				徳とくがわばくふ川幕府は仏ぶっきょう教を国こっきょう教とし、仏ほとけさまの教おしえを守まもり、民みんしゅう衆は税ぜいきん金の不ふまん満をかかえていても治ちあん安の良よい国くにでした。

				各かくしゅうは宗派の檀だんか家として、神しんぶつ仏や祖そせん先を拝おがんでいた民みんしゅう衆は、国こっか家の言いう通とおりにおシャカさまの教おしえを棄すて、神じんじゃ社に参さんぱい拝し天てんのうへいか皇陛下を現あらひとがみ人神として信しんこう仰しました。（学がっこう校でもそう教おしえました）

				全ぜんこくみん国民が信しんじていたかどうかはわかりませんが、表ひょうめんじょう面上は全ぜんこくみん国民が『神しんこくにっぽん国日本』の一いちいん員として、富ふこくきょうへい国強兵の道みちを突つき進すすみ、やがて戦せんそう争へと突とつにゅう入して行いきました。　
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				仏ぶっきょうがわ教側も国こっか家の命めいれい令に従したがい、たくさんの僧そうが寺てらや神じんじゃ社から去さりました。（僧そうが神しんかん官になることは禁きんし止されました）この失しっせい政（廃はいぶつきしゃく仏毀釈）こそが今こんにち日の日にほん本の不ふこう幸につながって行いくのです。
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				1945年ねん8月がつ15日にち（昭しょうわ和20年ねん）第だい2次じせかいたいせん世界大戦は、日にほん本が負まけを認みとめて終しゅうせん戦となりました。

				翌よくとし年1月がつ1ついたち日昭しょうわてんのう和天皇は、詔しょうちょく勅を出だされて『私わたしは現あらひとがみ人神では無なく人にんげん間である』と宣せんげん言されました。『日にほん本の神かみさま』から国こくみん民の象しょうちょう徴となられた天てんのう皇は、その後ご国こくみん民と深ふかく交まじわられ国こくみん民に愛あいされました。

				明めいじせいふ治政府の命めいれい令で仏ぶっきょう教を廃はいし、全ぜんこくみん国民を「日にほんしんどう本神道」の信しんじゃ者とし、その頂ちょうてん点の現あらひとがみ人神であられた天てんのうへいか皇陛下が「人にんげんせんげん間宣言」をされたことで、国こくみん民の心こころに大おおきな穴あながあきました。

				仏ぶっきょう教を棄すて、現あらひとがみ人神天てんのうへいか皇陛下を神かみさまと信しんじていた人ひとにとって、強つよい強つよい衝しょうげき撃となりました。
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				終しゅうせん戦と人にんげん間天てんのう皇さま

			

		

		
			
				第41話

			

		

		
			
				昭しょうわ和〜平へいせい成
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				平へいき気で人ひとを殺ころしたり、戦せんそう争を美びか化したりする社しゃかい会は異いじょう常です。

				大たいきおせん気汚染、海かいようおせん洋汚染、地ちきゅうおんだんか球温暖化を気きにもせず経けいざいはってん済発展だけを求もとめ続つづける現げんだいしゃかい代社会は、50年ねん、100年ねん、200年ねんご後の人ひとから見みたら『間まちが違った時じだい代』と言いわれるでしょう。

				終しゅうせん戦から75年ねん、古ふるい仏ぶっきょうしんと教信徒も神しんどうしんじゃ道信者もほとんどこの世よを去さり「無むしゅうきょうこっか宗教国家」になってきました。

			

		

		
			
				「仏ぶっきょう教に戻もどった人ひと」「新あたらしい宗しゅうきょう教に進すすんだ人ひと」「神しんぶつこんこうは仏混淆派の人ひと」「神しんどうは道派の人ひと」とわかれましたが、一いちばん番多おおくなったのが「無むしゅうきょう宗教」の人ひと々でした。

				アメリカ軍の影えいきょう響もあって、人ひと々は生せいかつ活の豊ゆたかさを求もとめ『お金かねさえあれば…』という社しゃかいふうちょう会風潮が生うまれ、経けいさいせいちょう済成長の道みちをひた走はしりに走はしりました。

				世せかい界で上じょうい位（アメリカに次ついで2位いにもなった）の経けいざいりょく済力は、国こくみん民の生せいかつ活を豊ゆたかにしましたが、犯はんざい罪の増ぞうか加と自じさつしゃ殺者の増ぞうか加に歯はど止めがかからなくなりました。
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				おシャカさまは「苦くるしむ人ひとを救すくうため」に修しゅぎょう行に入はいり、悟さとりを開ひらかれ仏ぶっだ陀となられました。

				苦くるしんでいない人ひと、不ふあん安の無ない人ひとにとっておシャカさまは必ひつよう要ありません。

				毎まいにち日が楽たのしく、幸こうふく福な時ときはその喜よろこびを味あじわい歌うたえば良よいのです。死しご後のことも気きにしない人ひとは無むしゅうきょう宗教で良よいのです。

				世せかい界には70億おくにんいじょう人以上の人ひとが生いきていて、戦せんそう争をしている国くにや難なんみん民となっている人ひとが何なんぜんまんにん千万人も（約やく1億おくにん人）います。

				信しんじる神かみさまもまちまちで、多たしんきょう神教の国くにもあれば一いっしんきょう神教の国くにもあります。

				キリスト教きょうと徒22億おくにん人、イスラム教きょうと徒18億おくにん人、ヒンズー教きょう10億おくにん人、仏ぶっきょう教5億おくにん人、その他ほかの宗しゅうきょう教9億おくにん人、無むしゅうきょう宗教が11億おくにん人です。

				無むしゅうきょう宗教でも良よいのです。人ひとを傷きずつけず戦せんそう争なんかしないで平へいわ和で暮くらせたら、変へんな宗しゅうきょう教に入はいるよりずっとましです。神しんかく格の無ない神かんぬし主さんや仏ぶっきょう教を信しんじていない住じゅうしょく職さんの寺てらへ行いくより、無むしゅうきょう宗教の方ほうがよっぽど自しぜん然です。
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				無むしゅうきょう宗教・無むしんじん信心でも良よいのです

			

		

		
			
				第42話

			

		

		
			
				94

			

		

	
		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				縄じょうもんじん文人は信しんこうしん仰心にあふれ、大だいしぜん自然の神かみに感かんしゃ謝していましたが、念ねんぶつ仏も宗しゅうきょうしゅうは教宗派もありませんでした。

				自じぶん分よりも人にんげん間よりも偉いだい大なる力ちからが存そんざい在していることを肌はだで感かんじれば良よいのです。

			

		

		
			
				私わたしたち達は頭あたまで考かんがえますが『自じぶん分より偉いだい大なる力ちから』を感かんじてはいるのです。その偉いだい大なものを「自しぜん然」というか「天てん」というか「神かみ」というかは自じゆう由なのです。
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				少すこしだけ外がいこく国の主おもな宗しゅうきょう教のことを書かきます。

				エジプトのピラミッドは4000年ねんいじょうまえ以上前に作つくられた王おう（ファラオ）の墓はかです。

			

		

		
			
				キリスト教きょうはもともとユダヤ教きょうが元がんそ祖です。ユダヤ人じんの宗しゅうきょう教でしたが、今いまでは世せかいさいだい界最大の信しんじゃすう者数です。（22億おくにん人）

				モーゼが神かみと交かわした約やくそく束が旧きゅうやくせいしょ約聖書に、神かみの子こイエスキリストが神かみに自じぶん分の命いのちとひきかえに人じんるい類の罪つみの許ゆるしを求もとめた約やくそく束が「新しんやくせいしょ約聖書」にまとめられています。

			

		

		
			
				イスラム教きょうは1,400年ねんまえ前ごろ（622年）に、ムハンマドが神かみに従したがい生うまれた宗しゅうきょう教で、信しんじゃ者の数かず18億おくにん人で今いまも増ふえ続つづけています。

				アッラーの神かみを信しんこう仰し聖せいてん典「コーラン」に従したがう。（一いっしんきょう神教）
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				日にほん本の八やおよろず百萬の神かみさまと外がいこく国の宗しゅうきょう教

			

		

		
			
				第43話
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				日にほん本は大だいしぜん自然の神かみからカマドやトイレの神かみさままで数かぞえきれない神かみさまを信しんこう仰する国こくみん民です。正しょうがつ月は神じんじゃ社へ初はつもうで詣、お盆ぼんは先せんぞ祖の墓はかまい参り、結けっこんしき婚式やクリスマスはキリスト教きょうかい会で、七しちごさん五三は神じんじゃ社へ、お葬そうしき式と法ほうじ事は仏ふつしき式で、各かくち地のお祭まつりは盛せいだい大にして神じんじゃ社で行おこないます。外がいこく国の一いっしんきょう神教は何なぜ故か戦せんそう争をして殺ころし合あいます。日にほん本の仏ぶっきょう教は殺ころすことをしません。命いのちを大たいせつ切にする国こくみん民です。

			

		

		
			
				中ちゅうごく国は儒じゅきょう教と道どうきょう教の国くにですが、仏ぶっきょう教と融ゆうごう合し、時じだい代時じだい代によって国こっか家の方ほうしん針で仏ぶっきょう教が重おもんじられたり、棄すてられたりしました。
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				ヒンズー教きょうはインドの宗しゅうきょう教で約やく10億おくにん人の人ひとが信しんこう仰しています。ヒンズー教きょうの神かみさまは多たしんきょう神教で、シヴァ神かみ、ブラフマー神かみ、ヴィシュヌ神かみの三さんだいしん大神のほかいっぱいいて、日にほん本にも大おおきな影えいきょう響をあたえています。
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				お話はなしを日にほん本に戻もどします。

				人にんげん間は必かならず死しにます。そうすると死ししゃ者を弔とむらう葬そうしき式をします。

				日にほん本ではほとんど葬そうぎじょう儀場か家いえでお葬そうしき式をします。

				どこの家いえは○○寺でらの信しんと徒さん（檀だんか家）という習しゅうかん慣は江えどじだい戸時代から今いまも続つづいています。仏ぶっきょう教の宗しゅうは派によってやり方かたは少すこし異ことなりますが、納のうかん棺－通つや夜－葬そうしき式－火かそうば葬場、そして骨こつつぼ壷に納おさめられます。盛せいだい大な葬そうぎ儀もあれば家かぞく族だけの式しきもありますが、ほとんどお坊ぼうさん（僧そう）が立たち合あい、冥めいど土へ送おくってくださいます。呪じゅもん文のようなお経きょうに頭あたまを下さげて冥めいふく福を祈いのるのが日にほんしき本式です。

			

		

		
			
				葬そうぎ儀のあとも7なのか日ごとに、男おとこは7×7＝49日にちめ目、女おんなは7×5＝35日にちめ目で忌き明あけとなり、7なのか日ごとにお坊ぼうさまがお経きょうをあげ、冥めいど土の「死ししゃ者の裁さばき」（エンマさま）にお願ねがいをし、極ごくらく楽へ行いけるようにします。寺てらやお墓はかに納のうこつ骨し、その後ご3回かいき忌、7回かいき忌、13回かいき忌…33回かいき忌と法ほうじ事が続つづきます。
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				死しんだらなんでお坊ぼうさまがくるの？

			

		

		
			
				第44話
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				おシャカさまから見みても葬そうしき式のお経きょうは「呪じゅもん文」と聞きこえるでしょう。漢かんぶん文のお経きょうが分わかる人ひとはほんのわずか。それでも日にほんご本語に訳やくさないのは「有ありがたみ難味」が無なくなるから」と偉えらいお坊ぼうさんが言いっておられますが、このままいけば、仏ぶっきょうしんじゃ教信者はどんどん減げんしょう少し「お寺てら」もその役やくわり割を終おえる時ときが来きそうです。

				私わたしたち達は「仏ほとけさま」に守まもられている安あんしん心、「ご先せんぞ祖さま」に守まもられている安あんしん心、「仏ほとけさま、ご先せんぞさま祖様、守まもってくださってありがとうございます。」と合がっしょう掌する為ためにお仏ぶつだん壇やお墓はかにお参まいりしています。

				人にんげん間は死しんで肉にくたい体が無なくなりますが、魂たましいは生いきて子しそん孫を見みまも守っています。

				お坊ぼうさまは人にんげん間の正ただしい生いき方かたを教きょうえるのがお仕しごと事です。
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				ご先せんぞ祖さま　馬うまに乗のって早はやく来きて

				牛うしに乗のってゆっくり　帰かえってください
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				他たにん人の為ために祈いのることを「愛あい」と表ひょうげん現します。

				「神かみさま・仏ほとけさま」を信しんずる人ひとは不ふしぎ思議と成せいこう功します。

				「念ねんずれば花はなひらく」と言いい、一いっしんふらん心不乱に祈いのると必かならず道みちが拓ひらけます。

				（怠なまけていて、遊あそんでいて、合ごうかくきがん格祈願や勝しょうり利を祈きがん願しても聞きいてもらえません。）
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				神かみさま仏ほとけさま助たすけて下ください

			

		

		
			
				第45話

			

		

		
			
				神かみさま・仏ほとけさまとのホットライン

			

		

		
			
				「祈いのり」とは神かみさま仏ほとけさまとの会かいわ話です。

			

		

		
			
				合がっしょう掌すると心こころがひとつにまとまります。

				「祈いのり」や「願ねがい」は「神かみさま・仏ほとけさま」に聞きこえるのです。

				「誰だれかが死しにそうな時とき」とか「恐おそろしい目めにあっている時とき」「病びょうき気で苦くるしんでいる時とき」とか自じぶん分の力ちからではかなわぬ時ときは「祈いのる」しかありません。

			

		

		
			
				母ははが、あなたが大たいびょう病したとき

				どれほど神しんぶつ仏におすがりしたか

				数かぞえきれません。
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				都つごう合が良よいと笑わらわれるかも知しれませんが、困こまった時ときは「神かみさま」にお願ねがいするのが一いちばんよ番良いと思おもいます。

			

		

		
			
				心こころの苦くるしみは「おシャカさま」に祈いのるのが一いちばんよ番良いと思おもいます。

			

		

		
			
				については「仏ほとけさま」におすがりするのが一いちばんあんしん番安心です。

				神かみさまや仏ほとけさまは必かならず答こたえて下くださいます。

				私わたしたち達は肉にくたい体の耳みみでしか聞きこうとしないから聞きこえないのです。ホットラインはテレパシーです。科かがく学では解かいめい明できませんが、目めをつむり心こころを落おち着つかせると、体からだで感かんじることができるのです。

			

		

		
			
				○愛あいする者ものと別わかれる苦くるしみ

				○いやな人ひとと一いっしょ緒にいる苦くるしみ

				○欲ほしいものが手てに入はいらぬ苦くるしみ

				○心こころと体からだの欲よくぼう望が満みたされぬ苦くるしみ

			

		

		
			
				願ねがいごとは神かみさまに

			

		

		
			
				心こころの苦くるしみは仏ほとけさまに
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				日にほん本には8万まんの神じんじゃ社があり、格かくしき式によって神じんぐう宮・宮みや・大たいしゃ社・社やしろと区くぶん分され、一いちばんうえ番上が伊いせじんぐう勢神宮です。

			

		

		
			
				ちなみに日にほんこく本国の国こっき旗「日ひの丸まる」は

				太たいようしん陽神アマテラスを表ひょうげん現しています。

			

		

		
			
				太たいようしん陽神（天てんのうけ皇家の祖そせん先）アマテラス（天あまてらすおおみかみ照大御神）さまをおまつりしています。日にほんこく本国の平へいわ和と安あんぜん全を祈きがん願するところです。

			

		

		
			
				大おおくにぬし国主さまをおまつりしています。

				縁えんむす結びの神かみさまの集しゅうごうばしょ合場所として有ゆうめい名。

				（10月がつは全ぜんこく国では神かんなづき無月、出いずも雲では神かみありづき有月）
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				伊いせじんぐう勢神宮
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				出いずもたいしゃ雲大社
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				どこへお参まいりするとごりやくがあるの？

			

		

		
			
				第46話

			

		

		
			
				「ごりやく」とは「ご利りやく益」と書きます
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				神じんじゃ社の数かず8万まんしゃ社となると数かずえきれませんが、八やおよろず百萬の神かみがみ々はきっと私わたしたち達の願ねがいを聞きき入いれて下くださるでしょう。近ちかくの神じんじゃ社へお参まいり下ください。

			

		

		
			
				祇ぎおんまつり園祭で有ゆうめい名。（厄やくよ除けや無むびょうそくさい病息災を祈いのる祭まつり）健けんこう康にご利りやく益。
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				八やさかじんじゃ坂神社

			

		

		
			
				学がくもん問の神かみさま（菅すがわらのみちざね原道真）を祀まつる合ごうかくきがん格祈願で有ゆうめい名。全ぜんこく国の天てんまんぐう満宮の総そうほんじゃ本社。
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				太だざいふてんまんぐう宰府天満宮

			

		

		
			
				船ふねの安あんぜん全、海うみの交こうつう通の無ぶじ事を祈いのることから交こうつうあんぜん通安全の神かみさまとなっている。
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				宗むなかたたいしゃ像大社

			

		

		
			
				お稲いなり荷さまは全ぜんこく国に3万まんしゃ社。赤あかい鳥とりい居とキツネさまでおなじみ。稲いなさく作・農のうぎょう業・漁ぎょぎょう業・商しょうぎょう業の神かみさまとして有ゆうめい名。
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				伏ふしみいなりたいしゃ見稲荷大社

			

		

		
			
				家かないあんぜん内安全・厄やくよ除け・開かいうん運にご利りやく益あり。代だいひょうかく表格は大おおいたけん分県の宇うさはちまんぐう佐八幡宮、京きょうと都の石いわしみずはちまんぐう清水八幡宮、鎌かまくら倉の鶴つるがおかはちまんぐう岡八幡宮などが有ゆうめい名。（全ぜんこく国に4万まんしゃ社）
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				八はちまんぐう幡宮

			

		

		
			
				商しょうばいはんじょう売繁盛の神かみ、恵えびす比寿さんをお祀まつりする。全ぜんこく国3500社しゃの代だいひょう表。1月がつ1とおか0日の十とおかえびす日戎が有ゆうめい名。

			

		

		
			[image: ]
		

		
			
				〈恵えびす比寿〉 西にしのみやじんじゃ宮神社
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				死ししゃ者の霊れいを恐おそれた古こだい代の人ひとは、霊れいが悪わるさをしないよう、祈きとう祷やお祓はらいをしました。

				特とくに奈まら良・平へいあんじだい安時代は、疫えきびょう病や天てんさい災が多おおく、人ひとびと々は怨おんりょう霊のたたりと恐おそれました。

				平へいあんじだい安時代「源げんしん信さま」が往おうじょうようしゅう生要集で地じごく獄の話はなしをつくりました。

				悪わるいことをしないようにという教おしえだったのに、地じごく獄の鬼おにが一ひとりある人歩きするようになりました。

				「百ひゃっきやごう鬼夜行」というように、暗くらい夜よるは特とくに恐おそろしいのに、鬼おにが出でるとなると益ますます々恐おそろしくなります。これは作つくり話ばなしです。

			

		

		
			
				恨うらみを残のこして死しんだ者ものが成じょうぶつ仏できずに幽ゆうれい霊となって出でて来くる話はなしも作つくり話ばなしです。江えどじだい戸時代に絵えか描きが書かいた、足おしもと下をぼかし三さんかく角をひたいに手てをたらっとした姿すがたは絵えか描きの作さくひん品です。
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				おばけも幽ゆうれい霊もおりません
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				「おばけ」には河かっぱ童や天てんぐ狗・雪ゆきおんな女や一ひとつ目めなど数かぞえきれない妖ようかい怪が出でて来きますが、悪わるさをする「おばけ」が多おおいのは、人々の心こころの中なかにある恐きょうふしん怖心を利りよう用して悪わるい事ことをしないようにする教おしえから作つくられました。

				この世よにもあの世よにも「悪あくま魔」は存そんざい在し「善ぜん」と対たいりつ立しますが、「たたり」とか「幽ゆうれい霊」とか「おばけ」はおりません。

				日にほんじん本人が作つくり出だした「恐きょうふしん怖心」をあおるイメージ像ぞうです。

				文もじ字も読よめない、知ちしき識も何なにも無ない人ひとに、鬼おにの絵えを見みせたり、「幽ゆうれい霊」や「おばけ」の絵えを見みせたら心しんぞう臓が止とまるほど恐おそろしかったでしょう。日にほんじん本人が作つくった鬼おにの絵えは、平へいあんじだい安時代の絵えし師のイメージで、すごく効こうか果があったと思おもいますが、仏ぶっきょう教の中なかにも神しんどう道の中なかにもそんなものはありません。

				神かみさまや仏ほとけさまは「信しんじん心が足たりない」と笑わらっておられると思おもいます。
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				ご先せんぞ祖さまや神かみさま・仏ほとけさまのお陰かげで『人にんげん間に生うまれさせて』いただきました。

				私わたしの命いのちもあなたの命いのちもかけがえの無ない尊とおとい命いのちです。二にど度とこの世よに出でて来これないかも知しれない命いのち、この命いのちを授さずかったことを感かんしゃ謝し、手てを合あわせて合がっしょう掌します。

			

		

		
			
				「ありがとうこの命いのち」いつかは死しぬ時ときが来くるけれど、その日ひまで「生いききりたい」と願ねがいます。体からだに障しょうがい害のある人ひとも、病びょうき気の人ひとも、逆ぎゃっきょう境にある人ひとも、いろいろな悩なやみをかかえながらも「生いかさせてもらっている」ことを感かんしゃ謝したいと思おもいます。

			

		

		
			
				ごはんを食たべる時とき「いただきます」

				と手てを合あわせます。

				魚さかなや肉にくや野やさい菜や米こめの命いのちをもらう

				から「命いのちいただきます」

				「命いのちごちそうさま」と言いうのです。

				「ありがたい」「もったいない」と感かんしゃ謝し、一いちにちいちにち日一日を大たいせつ切に大たいせつ切に生いきることがどれほど大たいせつ切か。どんなにつらくても、神かみさま・仏ほとけさまが守まもって下くださいます。忘わすれたり、怠なまけたら「バチ」があたります。
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				「生いききる命いのち」

			

		

		
			
				第48話

			

		

		
			
				感かんしゃ謝することから始はじめよう
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				「命いのち」ほど尊とおといものはありません。『生いききること』が命いのちをいただいた者もののつとめです。自じさつ殺なんてとんでもありません。ご先せんぞ祖さまは大おおな泣きします。仏ほとけさまも大おおな泣きします。

				生うまれさせていただいたには訳わけがあるのです。

				この命いのちを使つかって「○○をしなさい」という使しめい命です。それを忘わすれるから勝かって手に死しぬのです。つらくても悲かなしくても、自じさつ殺は神かみさまへの冒ぼうとく涜、仏ほとけさまへの裏うらぎ切りです。ご先せんぞ祖さまや父ふぼ母・兄きょうだい弟・友ゆうじん人への大たいざい罪です。

				「命いのちこそ宝たから」です。

				一いっしょうけんめい生懸命に生いきて「皆みなさんありがとうございました」と笑えがお顔で死しんでいくために、神かみさま仏ほとけさまを信しんじて「生いきて、生いきて、生いき抜ぬいてほしい」と願ねがっています。
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				自じさつ殺も他たさつ殺も最さいだい大の罪つみです
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				私わたしたち達の生いのち命はどこから来きてどこへ行いくのでしょうか。

				「死しぬ」ことは、こわいです。死しんだら「たましい」はどこへ行いくのでしょうか。

				「親おや」も「学がっこう校の先せんせい生」も教おしえて下くださいません。「宗しゅうきょう教の自じゆう由」のカベなのでしょうか。それとも無むしゅうきょうこっか宗教国家になったのでしょうか。

				日にほんじん本人の先せんぞたち祖達は、何なにを信しんじ、何なにを拝おがんで来きたのでしょうか。

				その歴れきし史を振ふり返かえり、これから先さきの時じだい代を考かんがえたいと思おもいます。

				日にほんじん本人の祖そせん先は「平へいわ和」を大たいせつ切にし、神しんぶつ仏に感かんしゃ謝して暮くらしてきました。

				この日にほんじん本人の素すば晴らしさを学まなび、「生いのち命を大たいせつ切にする」ことを学がくしゅう習して欲ほしいのです。

				新しんがた型コロナウイルス感かんせんしょう染症で1,000人にん～2,000人にんの人ひとが亡なくなり、年ねんかん間、自じどうしゃじこ動車事故で6,000人にん位くらいの人ひとが亡なくなりますが、自じさつ殺する人は30,000人にんを超こえています。

				何なぜ故、自じぶん分を殺ころすのでしょうか。せっかく人にんげん間に生うまれさせて頂いただいた命いのちです。
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				生いのち命の尊とうとさ・大たいせつ切さ
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				今いま、地ちきゅうじょう球上では、50ヶかしょ所以いじょう上で戦せんそう争や紛ふんそう争があり、何なんまんにん万人もの人ひとがその犠ぎせい牲となって殺ころされ死しんでいます。

				イスラム教きょうやキリスト教きょうの神かみは「殺ころすな」と教おしえているのに、殺ころし合あいが止とまりません。

				「あなたの生いのち命」も「私わたしの生いのち命」も神かみさまからの預あずかりものです。

				大たいせつ切に使つかってお返かえし下ください。

				勝かって手に生うまれて来きたのではありません。「生いのち命」は神かみさま仏ほとけさまからの預あずかりもの、勝かって手に死しんだら「バチ」があたります。

				生いききってください。

				自じぶん分の生いのち命も他たにん人の生命も、もっともっと大たいせつ切にしたいとの願ねがいから、この本ほんに取とり組くみました。

			

		

		
			
				読んでくださり、ありがとうございました。

				重度の視力障害者（2級）となってしまった私にとって、本書が最後の執筆となります。毎晩、夜中に2〜3時間（昼は会社の仕事をしていますので）、1年半かけて勉強しながら書き上げました。 時々目がかすんで見えなくなった時、本書が書き上がるまで失明しないよう祈りながら全力で書きました。本を形にしてみますと、あまりにも稚拙で子供の作品より劣ることに気づきましたが、どうしても本書の内容を皆さまにお伝えしたく、恥を忍んで出版することにしました。今後は、命の続く限り社業に尽力し、社会への恩返しをしたいと存じます。読んでくださり、本当にありがとうございました。

				2020.11.16　南部ツトム
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				推薦の言葉

			

		

		
			
				日にほん本の神かみさまと外がいこく国から伝でんらい来した神かみさま（仏ぶっきょう教）のお話はなしをわかりやすくまとめ、生いのち命の源げんりゅう流にせまっています。

				神かみさまや仏ほとけさまがどんなお姿すがたをされているのか誰だれも見みていませんが、テレパシー（体たいかん感）では感かんじていることがわかります。

				その神さまにとって一いちばんたいせつ番大切にされていることが「生いのち命」です。自じさつ殺は神かみさまへの冒ぼうとくです。

				頂いただいた命いのちを「生いききる」ためにも、この本ほんはきっとお役やくに立たてると信しんじ、皆みなさまに推すいせん薦いたします。
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			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			[image: ]
		

		
			
				生いのち命の尊とうとさ　大たいせつ切さ

			

		

		
			
				日にほん本の神かみさまと仏ほとけさま

			

		

		
			
				文とさし絵

			

		

		
			
				南部　ツトム

			

		

	
		
			
			

		
		
		PageList

			
					1

					2

					3

					4

					5

					6

					7

					8

					9

					10

					11

					12

					13

					14

					15

					16

					17

					18

					19

					20

					21

					22

					23

					24

					25

					26

					27

					28

					29

					30

					31

					32

					33

					34

					35

					36

					37

					38

					39

					40

					41

					42

					43

					44

					45

					46

					47

					48

					49

					50

					51

					52

					53

					54

					55

					56

					57

					58

					59

					60

					61

					62

					63

					64

					65

					66

					67

					68

					69

					70

					71

					72

					73

					74

					75

					76

					77

					78

					79

					80

					81

					82

					83

					84

					85

					86

					87

					88

					89

					90

					91

					92

					93

					94

					95

					96

					97

					98

					99

					100

					101

					102

					103

					104

					105

					106

					107

					108

					109

					110

					111

					112

			

		
		
		Landmarks

			
					Cover

			

		
	